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社会保険診療報酬支払基金 本部 経営企画部 企画広報課
TEL：03-3591-7441　9時〜 17時30分（土、日、祝日、年末年始を除く）

メールアドレスの登録は次のいずれかの方法によりお願いします。
登録方法は、支払基金ホームページでもご案内しています。
支払基金ホームページ（https://www.ssk.or.jp/）トップページ→広報誌・メルマガ→「支払基金メールマガジン」のご案内

保険者等
（保険者団体を含む）へ

配信している情報
　レセプトデータおよび請求
関係帳票データがオンライン
請求システムからダウンロー
ド可能になったという情報

空メールによる登録方法 Web上の登録ページからの登録方法 
メールの宛先を右の２次元バーコードから読
み込み、空メールを送信します。
または、宛先欄に次のアドレスを直接入力し、
空メールを送信します。
空メールの送信先：toroku@mail.ssk.or.jp

アクセス先を右の２次元バーコードから読み
込み、ブラウザよりWebページにアクセス
し、登録するメールアドレスを入力します。
返信メールに記載されている登録フォームへ
アクセスし、必要な項目をご入力ください。

医療機関等
（診療担当者団体を含む）へ

配信している情報
　返戻レセプトデータ、増減点
連絡書データおよび振込額明細
データ等がオンライン請求シス
テムからダウンロード可能にな
ったという情報

　ドメイン指定受信等を設定されている場
合、返信メールが届かない場合がありま
す。

「ssk@mail.ssk.or.jp」からのメールを受信できる
ように設定する必要があります。

　配信されているメールに掲載されている 
「登録内容の変更」でメールアドレスの
変更はできません。

お手数ですが、現在登録しているアドレスを配信
停止手続き後に、変更後のアドレスを新規登録願
います。　

　メールマガジンに掲載のリンク先は、支
払基金ホームページ（https://www.ssk.
or.jp/）へ移行するよう設定しているた

め安全です。
（※診療報酬情報提供サービスについては、厚生労働省が運用する
ホームページ（http://www.iryohoken.go.jp/）をご案内しています。）

　登録された情報は厳正に管理し、IP制限
や、二要素認証機能などのアクセス制御
機能を付加することにより、不正アクセ

スを遮断し、情報漏えいのリスクから守っていま
す。　

保険者・医療機関等共通の配信情報
①オンライン請求システム等に障害が発生
した場合の緊急連絡
②電子レセプトの記録条件仕様、レセ電の
基本マスターおよび電子点数表が更新さ
れたという情報
③厚生労働省から連絡文書（疑義解釈、保
険適用等）が発出されたという情報

登録方法

Q&A（よくあるお問い合わせ）

支払基金メールマガジンに
関するお問い合わせ先

支払基金メールマガジンでは以下の情報をインターネットメールで提供しています。

A1

A3

A2

A4

支払基金

支払基金メールマガジンのご案内 もう登録は
お済みですか？

Q2
登録しているメールアドレスを
変更できますか。

Q4
メールマガジンに掲載してある
リンク先は安全ですか。Q3

登録するメールアドレス等の
情報漏えいが心配です。

Q1
登録メールを
送信したのですが、
返信メールが届きません。



海津大崎（滋賀県）

琵琶湖の北端、海津湾東岸の海津大
崎は「暁

ぎょう む

霧・海津大崎の岩礁」とし
て、琵琶湖八景の一つに数えられて
います。桜の名所としても知られ、
桜の季節には約800本のソメイヨシ
ノが約４㎞にわたって湖岸の道に咲
き競い、訪れる人の目を楽しませて
くれます。
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図表２●令和２年度の支払基金の審査支払会計の収入状況（決算）

図表１●令和２年度の支払基金における原審査請求件数の推移

単位：万件
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令和2年度平均
5,732

令和2年度

平成30年度

令和元年度

令和2年度

凡例

平成30年度平均
6,235

5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月（審査月）

令和２事業年度収入支出決算
収入の状況

予  算   905.8億円　 ⇒　決   算  800.1億円　（収入欠損額  ▲105.7億円）
※期ずれ解消に伴う特別収入（60.7 億円）は除く

（令和元年度剰余金受入）　　→　 +21.5億円

821.6億円
【令和元年度剰余金を受入れた結果、収入欠損額　▲84.2 億円】

※

【収入欠損額の状況】　　　　　　　　　　　　　　当初予算　　　　　　　  決   算

 713.7 億円　  →
　    （11 億 9,248 万件）

177.3 億円　  →
14.7 億円　  →

 614.0 億円　　　
　 （10 億 2,243 万件）

193.3 億円　　　

14.3 億円　　　

（▲99.7 億円）

（+16.0 億円）

（▲ 0.4 億円）

 事務費収入
（取扱件数の状況）

受入金

雑収入

※　端数整理（四捨五入）の関係から、合計等が不一致となる場合があります。

月刊基金 April 20223



図表３●令和３年度の支払基金における原審査請求件数の推移（令和４年１月審査分まで）

図表４●令和３年度の支払基金の審査支払会計の収入（決算）見込み
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支出見込額の状況

令和３事業年度決算（見込）の状況

 674.5 億円　  →
39.8 億円　  →

 670.7 億円
38.8 億円

（▲3.8 億円）
（▲1.0 億円）

【内訳】件数減による事務費収入減
　　　  受入金・雑収入の減

収入見込額の状況（令和３年12月診療分現在）

【件数の状況】予算件数 1,126 百万件 → 決算見込件数 1,120 百万件（▲6 百万件）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※対令和元年度取扱件数比　▲43 百万件
　　                      　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  対令和２年度取扱件数比　＋97 百万件

予算　714.3 億円　⇒　決算見込　709.5億円　（▲4.8 億円）

予算　714.3 億円　⇒　決算見込　703.5億円　（▲10.8 億円）

 ▲2.8 億円
▲3.4 億円
▲3.3 億円

【主な内訳】  ・給与諸費の減（超過勤務手当等の減）
　　　　　  ・審査委員会費の減（出席日数の減少による手当減 ）
　　　　　  ・予備費未使用

4月刊基金 April 2022



令
和
４
年
度
予
算
は
前
年
度
比

＋
19
億
円
の
総
額
７
３
３
億
円

　

支
払
基
金
の
審
査
支
払
業
務
に
係
る

予
算
は
、
図
表
５
−
１
、
図
表
５
−
２

の
と
お
り
、
総
額
７
３
３・３
億
円
と
な

り
ま
し
た
。こ
れ
は
、
７
１
４・
３
億
円

だ
っ
た
令
和
３
年
度
予
算
比
＋
19
・

０
億
円
増
の
規
模
と
な
っ
て
い
ま
す
。

令
和
４
年
度
の
取
扱
見
込
件
数
は

令
和
元
年
度
実
績
並
み
に
設
定

　

図
表
３
の
と
お
り
原
審
査
請
求
件
数

は
依
然
と
し
て
令
和
元
年
度
並
み
で
推

移
し
て
お
り
、
近
年
の
医
療
費
の
伸
び

率
か
ら
推
計
さ
れ
て
い
た
件
数
ま
で
に

は
回
復
し
て
お
ら
ず
、
令
和
４
年
度
も

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る

件
数
減
が
続
く
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
令
和
４
年
度
の
審
査
支

払
業
務
に
係
る
事
業
運
営
の
予
算
で
は
、

図
表
６
の
と
お
り
取
扱
見
込
件
数
を

１
１
６
１
百
万
件
と
見
込
み
ま
し
た
。

こ
れ
は
令
和
３
年
度
の
予
算
件
数

（
１
１
２
６
百
万
件
）
と
比
較
し
ま
す

と
＋
35
百
万
件
で
す
が
、
令
和
元
年
度

の
実
績
件
数
（
１
１
６
２
百
万
件
）
と

の
比
較
で
は
、
▲
１
百
万
件
と
な
っ
て

い
ま
す
。

令
和
４
年
度
事
務
費
収
入
は

令
和
２
年
度
の
当
初
予
算
比
で

▲
17
・
６
億
円
の
減
収
と
想
定

　

令
和
４
年
度
の
事
務
費
収
入
の
予
算

額
は
、
図
表
６
の
と
お
り
６
９
６
・１
億

円
と
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
令
和
３
年
度

の
予
算
額
（
６
７
４
・５
億
円
）
と
の
比

較
で
は
＋
21
・
５
億
円
で
す
が
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
考

慮
す
る
前
に
策
定
し
ま
し
た
令
和
２
年

度
の
当
初
予
算
額
の
７
１
３
・
７
億
円

と
比
較
し
ま
す
と
、
事
務
費
収
入
は
▲

17
・
６
億
円
の
減
収
と
な
っ
て
い
ま
す
。

図表５－１●令和４年度の支払基金の審査支払会計予算（収入総額）

※ 取扱件数
　 令和３年度　　　令和４年度
　 1,126百万件　　1,161百万件（+35百万件）

ＩＴ化推進経費積立預金からの受入金       1.2 （▲26.1）
施設及び設備準備積立預金からの受入金  9.3     （+9.3）
　 ・ 事務所工事（電源・空調等）7.4
　 ・ 事務所建物修繕経費                  1.9

※　端数整理（四捨五入）の関係から、合計等が不一致となる場合があります。
　　また、括弧書きについては、前年度との差額を表しています。

｛

収入総額

674.5事務費収入

受 入 金

雑 収 入

27.4

12.4

696.1+21.5

+19.0

+12.0

+2.3

▲16.9 10.5
12.0

14.7

+12.0

単位：億円 令和３事業年度
714.3

令和４事業年度
733.3

補助金収入（在宅審査・在宅審査事務の環境構築）
　　　　　　　　　　　　　　　  12.0 （+12.0）

２　
令
和
４
年
度
の

　
　
審
査
支
払
会
計
予
算
の
概
要
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図表６●令和４年度の支払基金の審査支払会計の収入予算

図表５－２●令和４年度の支払基金の審査支払会計予算（支出総額）

　被用者保険の適用拡大等を踏まえた加入者数（ほぼ横ばい）と令和３年度の回復傾向を踏まえた
受診率の伸びにより取扱件数を見込むが、令和元年度実績までは回復しない見込み

　令和２年度は財政状況の悪化（100 億円の収入欠損）により、決算剰余金が発生しなかったため、
令和４年度の別途積立預金からの受入れはなし

収入予算（ポイント）

事務費収入

＋35百万件

＋21.5億円

1,161百万件

696.1億円

※ 対元年度実績比▲0.1％減　（1,162 百万件）

事務費収入

取扱件数

【手数料単価　医科・歯科分　71.60 円　調剤分　35.80 円　※令和３年度と同額】

※ 対 2 年度当初予算▲17.6 億円　(713.7 億円 )

令和4年度予算 対前年度予算

別途積立預金からの受入（令和４年度受入なし）

36.9億円決算剰余金

受入れ年度

32.8億円 21.5億円 なし

－令和元年度 令和２年度 令和２年度（補正）

平成２９年度 平成３０年度 令和元年度 令和２年度

職員削減　(▲120名）等に伴う減　　　　　　　　　　　
　令和３年度定員　　　令和４年度定員
　　　4,046人　　→　　　 3,926人　

システム関連経費　　　　　　　　　 95.2  （▲3.0）
 （うち  在宅ノートＰＣ、画像取得機器リース等  2.6）①

施設費 9.3（+8.2） 予備費 3.6（+0.2）
（うち　事務所工事（電源・空調等）7.4）③　　　　　　　　

　事務所等環境整備経費　　　　　　　10.6（+10.6）②
            　　　　　　　　　  など

施設及び設備準備積立預金への繰入

補助金事業経費（在宅審査・在宅審査事務の環境構築）④

※　下線の経費は、審査事務集約に係る一時的経費
　　　　　　　　　　　（①+②+③+④=32.6億円）

支出総額

674.5

330.5

341.2

235.2

117.1

4.9
16.0

+19.0

116.6

247.9

13.4
8.8
4.2

12.0

+12.7

単位：億円
令和３事業年度

714.3
令和４事業年度

733.3

給 与 諸 費

業 務 経 費

審査委員会費

施設費・役員会費
･ 予 備 費
ＩＴ化推進経費積
立預金への繰入

▲0.5

▲10.7

▲7.2
+8.5

+4.2
+12.0
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こ
の
ほ
か
、
令
和
３
年
９
月
の

審
査
支
払
新
シ
ス
テ
ム
の
稼
働
に

よ
る
効
果
と
し
て
、
シ
ス
テ
ム
維

持
管
理
経
費
は
令
和
３
年
度
予
算

か
ら
▲
３
・
８
億
円
を
削
減
す
る

こ
と
が
で
き
、
次
期
シ
ス
テ
ム
機

器
更
新
の
た
め
に
必
要
な
積
立
額

も
８
・
８
億
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
図
表
８
）

　

こ
の
I
T
化
推
進
経
費
積
立
預

金
へ
の
繰
入
額
は
、
令
和
３
年
度

予
算
で
は
、
16
・
０
億
円
計
上
し

て
い
ま
し
た
の
で
▲
７
・
２
億
円

の
削
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

図表８●令和４年度の支払基金の審査支払会計の支出予算

図表７●審査事務集約化計画工程表（令和２年３月31日公表）

令和２年度
（2020）

令和３年度
（2021）

令和４年度
（2022）

令和５年度
（2023）

令和６年度
（2024）

 ・クラウド化・モジュール化による効率化
 ・遠隔地におけるレセプト同時閲覧機能の実装
自動レポーティングによる差異の見える化
→統一的・客観的なコンピュータチェックルールの拡充

 ・医療機関等において請求前の段階でレセプトのエラーを修正する仕組みの導入

支部独自のコンピュータチェックの
本部集約

●審査支払新システム稼働
AIによる振分け機能の実装・精緻化

９月

10月

レセプト全体の９割程度をコンピュータチェックで
完結することを目指す

●審査事務集約
審査事務センター等（注）
を14か所に設置

診療科別組織体制の構成・
診療科別WG（仮称）の設置

審査結果の
不合理な差異の解消

業務実施体制の効率化
平成29年度から令和6年度末段階

約4,300人➡約3,500人
※職員定員の20％（800人程度）

業務の棚卸し

 ・業務改善プロジェクトチームによる既存業務の棚卸し
　（審査事務センターや本部への集約、外部委託等の推進）
 ・新システムに対応した業務処理標準マニュアルの整備

事務所活用方針の
取りまとめ 事務所活用計画策定

間接部門（庶務・人事・経理）の業務集約

（注）分室は、おおむね１０年を目途に人事ローテーションの
　　 定着状況等を見ながら廃止を検討

▪  令和７年度までに審査事務集約化計画工程表で示した改革効果を着実に実施。令和 4 年度は次の経費を削減

支出予算（ポイント）
改革効果による削減額　         　　　▲21.7 億円

311億円   

※  システム機器更新のために必要な積立額に対する効果額（令和３年９月機器更新は平均積立額 25 億円→次期は平均積立額９億円）

64億円   

9億円   

（▲63億円）   

（▲６億円）   

（▲16億円）   ※

審査事務集約化工程表   

Ｒ7見込額 （効果額）
対Ｈ29予算比

内　容増減額
②－①

R４予算
②

R３予算
①項　目

  給与諸費

  システム維持管理経費

  積立金繰入

341.2億円   

82.1億円   

16.0億円   

330.5億円   

78.3億円

8.8億円   

▲10.7億円   

▲3.8億円   

▲7.2億円   

  定員の削減（▲120人）

  ホスト処理終了

  IT化推進経費積立預金への繰入減

給
与
費
を
前
年
度
比

▲
10
・
７
億
円
と
す
る
な
ど

改
革
の
効
果
を
着
実
に
実
現

　

令
和
４
年
度
の
支
出
予
算
に
お

け
る
給
与
費
は
対
前
年
度
比
▲

10
・
７
億
円
の
削
減
と
な
っ
て
い

ま
す
。（
図
表
８
）
こ
れ
は
令
和
２

年
３
月
31
日
に
公
表
し
た
審
査
事

務
集
約
化
計
画
工
程
表
（
図
表

７
）
に
基
づ
き
定
員
削
減
を
行
っ

た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。
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図
表
９
の
と
お
り
、
シ
ス
テ
ム
機
器
や

什
器
の
移
設
費
な
ど
の
一
時
的
経
費
と

し
て
32
・
６
億
円
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
う
ち
在
宅
審
査
・
在
宅
審
査
事

務
の
環
境
構
築
に
は
、
国
庫
補
助
と
し

て
12
億
円
を
受
け
入
れ
て
対
応
す
る
ほ

か
、
施
設
の
改
修
等
の
経
費
に
充
当
す

る
た
め
積
み
立
て
て
い
た
積
立
金
（
施

設
及
び
設
備
準
備
積
立
預
金
）
か
ら

７
・
４
億
円
を
取
崩
し
て
充
て
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
も
な
お
不
足
す
る
分
に
つ
い

て
は
、
将
来
の
職
員
の
退
職
金
の
支
払

い
に
充
て
る
た
め
に
積
み
立
て
て
い
る

退
職
給
付
引
当
預
金
へ
の
繰
入
額
を
予

定
額
よ
り
削
減
し
経
費
の
一
部
に
充
て

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

退
職
給
付
引
当
預
金
か
ら

２
年
間
で
▲
84
・
１
億
円
の

取
り
崩
し

　

一
方
で
、
近
年
定
年
退
職
者
が
漸
増

傾
向
に
あ
り
、
こ
こ
数
年
退
職
金
必
要

額
が
将
来
に
備
え
て
積
み
立
て
て
い
く

額
を
超
え
て
い
る
と
い
う
状
況
に
あ
り

ま
す
。

　

そ
の
上
、
令
和
２
年
度
で
は
退
職
金

の
支
給
実
績
が
48
億
円
で
あ
っ
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

審
査
事
務
集
約
に
係
る
一
時
的

経
費
（
32
・
６
億
円
）
に
つ
い
て
、

補
助
金
等
を
受
け
入
れ
て
も
な

お
不
足
す
る
分
は
、
退
職
給
付

引
当
預
金
へ
の
繰
入
れ
の
一
部

を
削
減
し
て
充
当

　

令
和
４
年
度
は
10
月
に
審
査
事
務
を

集
約
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

図表９●令和４年度予算における審査事務集約に係る一時的経費
　　　　（国庫補助含む）

項　目 金　額 財　源

在宅ノート PC、画像取得機器リー
ス等 2.6 億円 審査事務手数料（システム関連

経費）

事務所・システム環境整備（机、シ
ステム機器移設等） 10.6 億円 審査事務手数料（事務所等環境

整備経費）

事務所工事（電源、空調等） 7.4 億円 積立金（施設及び設備準備積立
預金）

在宅審査・在宅審査事務の環境構築 12.0 億円 国庫補助

計 32.6 億円

図表10●令和２年度以降の退職給付引当預金への繰入の状況

退職一時金の支給額
退職給付引当預金への繰入
   　【取 崩 額】

退職給付引当預金への繰入
〇　令和 2年度決算及び令和 3年度予算において、新型コロナウイルス感染症の影響に
　よる収入欠損が発生
〇　この危機を乗り切るため、退職給付引当預金を大きく取り崩し対応

令和２年度
 48.6 億円

2.7 億円
 ▲45.9 億円

令和３年度
40.6 億円

2.4 億円
▲38.2 億円

2 年間で
▲84.1 億円
を取崩し

〇　更に、令和 4年度においても手数料水準を維持するため、預金残高の減少回復に
　必要な繰入額を一部（▲5.4 億円）抑制し対応

今後、財政運営の正常化を図るため、繰入計画を見直し、令和 4年度以降
１０年間で退職給付引当預金の回復を目指す。

退職給付引当預金への繰入予算】
回復に必要な水準

40.3 億円
令和４年度予算

34.9 億円 （▲5.4 億円）⇒
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図表12●審査支払手数料の２階層化の実現に必要な財源規模

図表11●令和４年度以降の退職給付引当預金への繰入計画

感
染
拡
大
の
影
響
に
よ
る
大
幅
な
収
入

減
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
退
職
給
付
引

当
預
金
へ
の
繰
入
額
を
２
・
７
億
円
へ

と
大
幅
に
減
額
し
て
対
応
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
状
況
は
令
和
３
年
度
も
続
き
、

こ
の
年
度
に
支
給
す
る
見
込
み
退
職
金

額
が
40
億
円
あ
ま
り
で
あ
っ
た
に
も
関

わ
ら
ず
退
職
給
付
引
当
預
金
へ
の
繰
入

れ
は
、
２
・
４
億
円
に
留
ま
り
ま
し
た
。

（
図
表
10
）

　

こ
の
結
果
、
令
和
２
年
度
、
令
和
３

年
度
の
２
年
間
だ
け
で
も
、
退
職
給
付

引
当
預
金
か
ら
▲
84
・
１
億
円
が
取
り

崩
さ
れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

退
職
給
付
引
当
預
金
へ
の

繰
入
計
画
を
策
定
す
る
も

令
和
４
年
度
に
お
い
て
は

▲
５・４
億
円
減
額　

　

退
職
給
付
引
当
預
金
は
、
退
職
給
付

債
務
に
対
す
る
必
要
積
立
額
（
在
職
し

て
い
る
職
員
全
員
分
に
係
る
退
職
金
額

の
５
割
程
度
）
を
維
持
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
が
、
前
述
の
よ
う
に
繰
入
額

が
支
給
額
を
大
幅
に
下
回
る
状
況
が
続

い
た
た
め
、
退
職
給
付
引
当
預
金
か
ら

の
取
り
崩
し
が
続
き
、
令
和
２
年
度
末

を
最
後
に
50
％
を
切
る
状
況
が
見
込
ま

れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
支
払
基
金
で
は
図
表
11

の
よ
う
な
繰
入
計
画
を
策
定
し
た
と
こ

ろ
で
す
が
、前
述
の
と
お
り
令
和
４
年
度

に
お
い
て
は
、
収
入
増
が
見
込
め
な
い

中
、
集
約
に
係
る
一
時
的
経
費
の
不
足

分
は
、
最
終
的
に
は
引
き
続
き
退
職
給

付
引
当
預
金
へ
の
繰
入
れ
を
抑
制
せ
ざ

る
を
得
な
い
と
判
断
し
た
た
め
必
要
額

（
40
・
３
億
円
）
か
ら
▲
５
・
４
億
円
減

額
し
て
対
応
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

退職給付引当預金 退職給付債務
充足率

退職者数
退職手当支

給額
繰入計画 残高

（退職一時金
制度）

令和２年度末 214 48.6 2.7 303.9 585.5 51.9%
令和３年度末 184 40.6 2.4 265.7 584.1 45.5%
令和４年度末 205 44.6 40.3 261.4 578.4 45.2%
令和５年度末 232 51.8 40.3 249.9 564.5 44.3%
令和６年度末 246 55.5 40.3 234.7 546.2 43.0%
令和７年度末 234 52.4 40.3 222.7 523.9 42.5%
令和８年度末 200 43.3 40.3 219.7 510.0 43.1%
令和９年度末 197 42.5 40.3 217.5 496.6 43.8%
令和 10 年度末 196 42.3 40.3 215.6 477.3 45.2%
令和 11 年度末 166 34.3 40.3 221.7 465.8 47.6%
令和 12 年度末 180 38.0 40.3 224.0 450.4 49.7%
令和 13 年度末 247 55.8 40.3 208.5 417.1 50.0%

〇手数料階層化単価（令和4年度予算ベース）

階層化単価
一般分レセ単価 判断が明らかなレセ

単価 調剤レセ単価

74.70円 41.50円 35.40円

（令和3年度単価） (71.60円) (35.80円)

階層化単価
一般分レセ単価 判断が明らかなレセ

単価 調剤レセ単価

71.60円 41.50円 35.40円

（引下額）① (▲ 3.10円) ー ー

取扱件数②
（令和4年度予算ベース） 71,053万件 6,371万件 38,712万件

必要な財源規模
（①×②） 22.0億円 ー ー

（億円）
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支
払
基
金
改
革
に
よ
る

削
減
目
標
は
70
％
達
成

　

令
和
２
年
３
月
、
支
払
基
金
は
「
審

査
事
務
集
約
化
計
画
工
程
表
」
を
策
定

（
公
表
）
し
、
改
革
後
の
予
算
に
つ
い
て

は
、
改
革
初
年
度
で
あ
る
平
成
29
年
度

予
算
額
と
比
較
し
て
▲
85
億
円
に
な
る

と
試
算
し
ま
し
た
。

化
推
進
経
費
積
立
預
金
へ
の
繰
入
額
も

▲
16
億
円
削
減
で
き
る
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
４
年
間
の
経
費
削
減
の

実
績
で
す
が
、
平
成
30
年
度
以
降
、
職

員
定
員
は
平
成
29
年
度
定
員
の

４
３
１
０
人
か
ら
令
和
４
年
度
は

３
９
２
６
人
と
▲
３
８
４
人
削
減
し
た

結
果
、
給
与
費
予
算
は
、
３
３
０
・５
億

円
（
図
表
８
参
照
）
と
な
り
、
改
革
前

か
ら
は
▲
43
・
５
億
円
の
削
減
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
I
T
化
推
進
経
費
積

立
預
金
へ
の
繰
入
額
は
、
こ
れ
ま
で
毎

年
平
均
25
億
円
の
繰
入
れ
が
必
要
だ
っ

た
も
の
か
ら
、
令
和
３
年
９
月
の
審
査

支
払
新
シ
ス
テ
ム
稼
働
に
よ
り
、
令
和

４
年
度
の
繰
入
れ
に
係
る
予
算
額
は

８
・
８
億
円
へ
減
額
す
る
こ
と
が
可
能

と
な
り
、
▲
16
・
２
億
円
の
削
減
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
結
果
、
当
初
見
込
ん
だ
削
減
項

目
だ
け
で
も
、
こ
の
４
年
間
の
削
減
の

実
績
か
ら
み
れ
ば
目
標
値
の
70
％
が
達

成
で
き
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
シ
ス
テ
ム
維
持
管
理
経
費
は
、

平
成
29
年
度
予
算
で
は
70
億
円
を
計
上

し
て
い
ま
し
た
が
、
在
宅
審
査
・
在
宅

審
査
事
務
に
必
要
な
機
器
な
ど
当
初
の

見
込
に
は
な
か
っ
た
増
要
因
を
含
め
て

も
、
令
和
７
年
度
に
は
67
億
円
ま
で
圧

縮
（
▲
３
億
円
）で
き
る
と
見
込
ん
で
い

ま
す
。

　

残
り
の
２
年
（
令
和
５
年
度
、
６
年

度
）
で
工
程
表
に
お
け
る
削
減
額
を
達

成
さ
せ
る
た
め
、
更
な
る
効
率
化
を
目

指
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

そ
の
内
訳
は
、
図
表
13
の
と
お
り
業

務
の
効
率
化
に
よ
る
人
員
体
制
の
ス
リ

ム
化
に
よ
り
職
員
定
員
を
▲
８
０
０
人

削
減
し
給
与
費
を
▲
63
億
円
削
減
す
る

こ
と
、
審
査
支
払
新
シ
ス
テ
ム
の
ク
ラ

ウ
ド
化
に
伴
う
効
率
化
に
よ
り
運
用
経

費
を
▲
６
億
円
削
減
す
る
こ
と
、
併
せ

て
、
こ
の
結
果
、機
器
更
新
経
費
を
削
減

す
る
こ
と
も
可
能
と
な
り
毎
年
の
I
T

図表13●審査事務集約化計画工程表における改革効果の見込み

①新規事務所借上げ 合計　約0.4 ～ 7.6億円

　　　　　　　　　　　　改革前　　 改革後
▲63億円

②給与諸費（▲800人）（374億円→311億円）

③システム維持管理経費（70億円→64億円） ▲6億円

④ＩＴ化推進経費積立預金（25億円→9億円） ▲16億円

⑤費用：減額合計（②+③+④） 合計　約▲85億円

支払基金改革による効果額（①−⑤） ▲77 ～ 85億円

審
査
支
払
手
数
料
の
２
階
層
化

の
実
現
は
見
送
り

　

令
和
元
年
度
の
支
払
基
金
法
改
正
に

伴
い
、
支
払
基
金
の
審
査
支
払
業
務
に

係
る
保
険
者
か
ら
の
手
数
料
収
入
の
算

定
の
基
準
は
、
こ
れ
ま
で
の
診
療
報
酬

請
求
書
の
数
に
加
え
、
審
査
の
内
容
等

も
基
準
と
す
る
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
令
和
４
年
度
の
審
査
支
払

手
数
料
設
定
に
お
い
て
は
、
一
般
の
手

数
料
と
は
別
に
簡
素
な
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

チ
ェ
ッ
ク
で
完
了
す
る
レ
セ
プ
ト
に
つ

い
て
安
価
な
手
数
料
を
設
定
す
る
審
査

支
払
手
数
料
の
２
階
層
化
の
検
討
を
行

い
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
レ
セ
プ
ト
の
請
求

件
数
は
未
だ
回
復
し
て
お
ら
ず
、
事
務

費
収
入
が
伸
び
な
い
中
、
令
和
4
年
度

に
お
い
て
は
多
額
の
一
時
的
経
費

（
32
・
６
億
円
）
が
想
定
さ
れ
て
お
り
、

一
般
の
審
査
支
払
手
数
料
の
単
価
の
引

き
上
げ
を
行
わ
ず
安
価
な
手
数
料
を
設

定
す
る
た
め
に
は
、
更
に
22
億
円
の
財

源
が
必
要
と
な
る
た
め
、
今
回
は
２
階

層
化
を
見
送
り
、
令
和
３
年
度
と
同
額

で
予
算
を
編
成
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま

し
た
。（
図
表
12
）

３　
支
払
基
金
改
革
効
果
の
検
証
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令
和
２
年
２
月
診
療
分
か
ら
令
和
３
年

２
月
診
療
分
ま
で
の
13
カ
月
の
収
入
額

を
１
年
間
の
収
入
と
し
た
た
め
、
令
和

２
年
２
月
診
療
分
に
係
る
１
月
分
の
事

務
費
収
入
額
の
60
・
７
億
円
を
「
令
和

２
年
度
決
算
剰
余
金
」
と
し
て
別
計
上

し
ま
し
た
。（
図
表
14
）

「
令
和
２
年
度
決
算
剰
余
金
」

は
、
中
期
的
な
財
政
運
営
に
向

け
て
運
用
す
る
こ
と
を
提
案

　

こ
の
よ
う
な
経
緯
で
発
生
し
た
「
令

和
２
年
度
決
算
剰
余
金
」
は
、
各
月
に

請
求
さ
れ
る
レ
セ
プ
ト
の
審
査
支
払
業

務
を
適
切
に
行
っ
た
こ
と
へ
の
適
正
な

単
価
（
事
務
費
）
を
財
源
に
し
て
お
り
、

支
払
基
金
の
努
力
の
結
果
生
じ
た
も
の

で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
事
務
費
の
先
払

い
を
し
て
い
た
だ
い
た
わ
け
で
も
あ
り

ま
せ
ん
。
貴
重
な
財
源
を
適
正
に
執
行

す
る
観
点
か
ら
、
そ
の
適
切
な
活
用
と

保
全
の
方
策
を
保
険
者
と
協
議
し
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

一
方
、
支
払
基
金
の
中
期
的
な
財
政

予
算
と
決
算
の
診
療
月
サ
イ
ク

ル
を
一
致
さ
せ
た
結
果
生
じ
た

１
月
分
の
事
務
費
収
入
は
「
令

和
２
年
度
決
算
剰
余
金
」と
し
て

計
上

　

支
払
基
金
で
は
、
発
足
当
初
の
急
激

な
取
扱
件
数
の
増
加
に
対
応
す
る
た
め
、

年
度
の
途
中
で
事
務
費
の
収
入
月
の
サ

イ
ク
ル
を
変
更
し
た
結
果
、
予
算
で
計

上
し
た
年
間
の
診
療
月
の
対
象
が
３
月

診
療
分
か
ら
２
月
診
療
分
で
あ
る
の
に

対
し
、
決
算
で
は
、
２
月
診
療
分
か
ら

１
月
診
療
分
を
１
年
間
の
診
療
月
サ
イ

ク
ル
と
し
て
い
ま
し
た

　

本
来
、
決
算
は
、
予
算
と
比
較
し
て

予
算
見
積
り
の
適
正
性
、
予
算
執
行
の

妥
当
性
を
検
証
す
る
た
め
に
行
う
も
の

で
あ
り
、
予
算
と
決
算
の
対
象
月
が
ず

れ
て
い
た
の
で
は
、
こ
う
し
た
検
証
を

行
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
こ
れ

を
令
和
２
年
度
決
算
で
是
正
し
た
と
こ

ろ
で
す
。

　

こ
の
結
果
、
令
和
２
年
度
決
算
で
は

特別収入の計上

「令和２年度決算積立預金」の新設
期ずれ解消に伴う特別収入（60.7 億円）は、積立預金規程（内規）を整理した上で
「令和２年度決算積立預金」を新設し別途管理

⇒　積立預金の取崩し ( 使用 ) については、その必要額を予算に計上して行う

令和元年度決算 令和２年度決算

（現行）２月診療分～１月診療分

（変更）３月診療分～２月診療分

３月診療分～２月診療分

２～１月診療分 ２月
診療分

60.7 億円

【決算】

【予算】

13 か月分の事務費収入を計上

事務費収入の診療月サイクル※については、予算と決算で「期ずれ」が生じていることから、
必然的に予算と決算の収入に差が発生しているため、令和２年度決算において是正
※事務費収入サイクル：予算が「3月診療分から 2月診療分」に対し、決算は「2月診療分から 1月診療分」

決算の診療月サイクルを「２月～１月診療分」から「３月～２月診療分」に変更する
ことに伴い、令和２年２月診療分の事務費収入額（60.7 億円）を特別収入として計上

図表14●令和２年度決算における診療月サイクルの変更（決算積立預金の新設）

４　
予
算
策
定
の
課
題
と
今
後
の
検
討
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固定負債 637 億円

退職給付引当金
（一時金債務）586 億円

※その他 51 億円は企業年金、長期リース債務

現預金 482 億円
退職給付引当預金 304 億円

※令和 3 年度末には 266 億円に減少

令和２年度決算剰余金 60.7 億円
ＩＴ・施設積立預金　27 億円

※その他 90 億円は、物件費等支払（未払分）
のための資金残

固定資産 861 億円

土地　309 億円

建物　378 億円

※その他 174 億円はソフトウエア等
※貸借対照表（BS）抜粋

図表15●令和２年度末の資産と負債の状況

見
込
み
に
お
い
て
、
昨
今
の
人
口
減
少

の
影
響
を
考
慮
し
ま
す
と
、
取
扱
件
数

の
増
加
に
よ
っ
て
手
数
料
単
価
が
下
げ

ら
れ
る
と
い
う
前
提
が
な
く
な
る
こ
と

が
想
定
さ
れ
ま
す
の
で
、
令
和
４
年
度

の
審
査
事
務
集
約
に
係
る
経
費
の
よ
う

に
一
時
的
な
経
費
が
発
生
し
て
単
年
度

の
支
出
が
上
が
っ
た
場
合
に
は
、
ど
う

し
て
も
手
数
料
の
変
動
に
直
結
し
て
し

ま
う
と
い
う
財
政
構
造
に
な
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
ま
す
。

　

し
た
が
っ
て
、
こ
の
「
令
和
２
年
度

決
算
剰
余
金
」
は
、
支
払
基
金
│
保
険

者
の
双
方
の
た
め
に
有
効
な
活
用
が
で

き
な
い
か
と
い
う
こ
と
を
検
討
し
て
い

ま
す
が
、
支
払
基
金
と
し
ま
し
て
は
、

事
務
手
数
料
水
準
の
安
定
化
の
た
め
、

支
払
基
金
改
革
に
よ
る
効
果
を
確
実
に

実
現
し
て
い
く
こ
と
を
前
提
と
し
た
上

で
、
中
期
的
な
財
政
運
営
に
向
け
て

「
令
和
２
年
度
決
算
剰
余
金
」
の
運
用

を
行
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
も
提
案
の

一
つ
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

退
職
給
付
引
当
預
金
は
必
要
額

の
50
％
の
水
準
維
持
を
提
案

　

図
表
11
で
示
し
た
と
お
り
、
退
職
給

付
引
当
預
金
は
、
令
和
２
年
度
末
で

３
０
３
・
９
億
円
と
な
っ
て
お
り
、
積

立
不
足
か
ら
令
和
３
年
度
末
に
は
、

２
６
５
・
７
億
円
あ
ま
り
と
な
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

支
払
基
金
の
資
産
は
、
図
表
15
の
と

お
り
、
こ
の
退
職
給
付
引
当
預
金
と

「
令
和
２
年
度
決
算
剰
余
金
」
の
60
・

７
億
円
の
他
は
、
未
払
と
な
っ
て
い
る

物
件
費
等
の
支
払
の
た
め
に
年
度
末
の

時
点
で
手
元
に
残
っ
て
い
る
も
の
の
他

は
、
事
務
所
の
土
地
や
古
く
な
っ
て
い

る
建
物
し
か
な
い
と
い
う
現
状
で
す
。

　

し
た
が
っ
て
、
５
８
６
億
円
の
退
職

給
付
債
務
が
あ
り
現
実
に
積
立
て
し
て

い
る
預
金
が
令
和
３
年
度
に
は
２
６

５
・
７
億
円
に
留
ま
る
こ
と
か
ら
、
土

地
建
物
を
売
却
し
な
い
と
退
職
給
付
債

務
が
果
た
せ
な
い
と
い
う
の
が
支
払
基

金
の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

こ
れ
ま
で
の
よ
う
な
非
常
時
に
お
い

て
は
、
退
職
給
付
引
当
預
金
へ
の
繰
入

れ
を
抑
制
す
る
と
い
う
こ
と
も
や
む
を

得
な
い
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
に
向
け
て
財
政
運
営
を

正
常
化
し
て
い
く
こ
と
は
喫
緊
の
課
題

で
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
退
職
給
付
引
当
預
金

に
つ
い
て
は
、
せ
め
て
50
％
の
水
準
を

維
持
す
る
こ
と
と
し
、
資
産
の
売
却
や

単
年
度
の
審
査
支
払
手
数
料
に
影
響
す

る
こ
と
な
く
退
職
金
が
支
払
え
る
よ
う

に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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Topics 
３
月
３
日　

審
査
委
員
長
会
議

　

冒
頭
、
神
田
裕
二
理
事
長
か
ら
あ
い

さ
つ
が
あ
り
、
そ
の
中
で
10
月
の
審
査

事
務
集
約
に
向
け
た
基
本
的
な
考
え
方

や
そ
の
背
景
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。（
要
旨
は
、
P
14
〜
掲
載
）

　

続
い
て
、「
審
査
規
準
の
作
成
」
や

「
審
査
専
門
部
会
※
の
設
定
に
関
す
る
検

討
」
に
つ
い
て
協
議
を
行
い
ま
し
た
。

　

全
国
組
織
と
し
て
機
能
強
化
を
図
り
、

審
査
の
質
の
向
上
、
審
査
充
実
の
方
策

を
検
討
す
る
た
め
、
３
月
３
日
（
木
）

と
３
月
４
日
（
金
）
の
両
日
に
令
和
４

年
３
月
全
国
基
金
審
査
委
員
長
・
支
部

長
会
議
、
３
月
11
日
（
金
）
に
令
和
４

年
３
月
全
国
基
金
副
審
査
委
員
長
会
議

（
歯
科
）
を
Ｗ
ｅ
ｂ
に
よ
り
開
催
し
ま
し

た
。

※
審
査
専
門
部
会
…
一
定
点
数
以
上
の
高
点

数
明
細
書
等
に
つ
い
て
専
門
的
に
審
査
を

行
う
こ
と
を
目
的
に
設
置
し
、
部
会
員
は
、

自
己
の
審
査
分
担
の
ほ
か
高
点
数
明
細
書

等
の
審
査
を
行
う

　

ま
た
、
担
当
部
か
ら
次
の
事
項
に
つ

い
て
説
明
が
あ
り
、
活
発
な
意
見
交
換

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

 

・
支
部
取
決
事
項
の
検
討
方
法
等

 

・
非
常
時
対
応
と
し
て
の
在
宅
に
お
け

る
審
査
の
実
施

 

・
Ａ
Ｉ
に
よ
る
レ
セ
プ
ト
振
分
の
現
状

と
今
後
の
取
組
み

 

・
令
和
３
年
度
の
審
査
実
績
と
令
和
４

年
度
に
向
け
た
考
え
方

 

・
審
査
結
果
理
由
の
記
載
内
容
の
質
の

向
上

 

・
支
払
基
金
定
款
の
一
部
変
更

 

・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
チ
ェ
ッ
ク
に
関
す
る

公
開

　

等

会議の様子

令
和
４
年
３
月
全
国
基
金
審
査
委
員
長
・
支
部
長
会
議
お
よ
び

令
和
４
年
３
月
全
国
基
金
副
審
査
委
員
長
会
議（
歯
科
）を
開
催

３
月
４
日　

支
部
長
会
議

　

２
日
目
は
支
部
長
を
対
象
と
し
て
、

担
当
部
か
ら
「
令
和
４
事
業
年
度
事
業

計
画
」（
P
16
〜
掲
載
）
や
「
支
払
基

金
定
款
の
一
部
変
更
」、「
令
和
４
年
度

（
前
期
）
の
数
値
目
標
の
策
定
」、「
再
審

査
（
再
々
審
査
）
の
仕
組
み
の
改
善
」

等
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

３
月
11
日　

副
審
査
委
員
長
会
議

　

神
田
理
事
長
か
ら
の
あ
い
さ
つ
に
引

き
続
き
、
歯
科
に
お
け
る
「
審
査
取
決

事
項
の
統
一
化
」
に
つ
い
て
協
議
を
し

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
医
科
と
同
様
の
議
題
に
つ

い
て
担
当
部
か
ら
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
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理
事
長
あ
い
さ
つ
（
要
旨
）

　

本
日
の
議
題
に
つ
い
て
、
基
本
的
な

考
え
方
や
そ
の
背
景
に
つ
い
て
お
話
し

す
る
。

審
査
委
員
長
会
議
を
定
款
に
明
記

　

審
査
委
員
長
会
議
は
、
支
払
基
金
が

全
国
組
織
と
し
て
機
能
強
化
を
図
る
た

め
、
ま
た
審
査
の
質
の
向
上
や
審
査
充

実
の
方
策
を
検
討
す
る
た
め
に
設
け
ら

れ
た
も
の
で
、
設
置
要
綱
に
基
づ
い
て

開
催
し
て
き
て
い
る
。
多
く
の
審
査
委

員
長
の
先
生
方
か
ら
、
審
査
委
員
長
会

議
で
せ
っ
か
く
議
論
し
た
ら
決
定
し
、

結
論
を
出
す
会
議
に
す
る
べ
き
だ
、
と

い
う
意
見
を
い
た
だ
い
て
き
た
。

　

ま
た
、
ブ
ロ
ッ
ク
別
審
査
委
員
長
会

議
に
つ
い
て
は
、
平
成
22
年
に
「
今
後

の
審
査
委
員
会
の
在
り
方
に
関
す
る
検

討
会
」
が
設
置
さ
れ
、
支
部
間
差
異
解

消
が
喫
緊
の
課
題
だ
と
い
う
こ
と
で
、

審
査
委
員
会
相
互
で
協
議
・
相
談
で
き

る
体
制
を
作
る
と
し
て
、
ブ
ロ
ッ
ク
別

審
査
委
員
長
会
議
が
で
き
た
と
承
知
し

て
い
る
。

　

一
昨
年
の
10
月
以
降
、
支
部
取
決
事

項
に
つ
い
て
、
診
療
科
別
ワ
ー
キ
ン
グ

グ
ル
ー
プ
で
議
論
を
し
て
い
た
だ
い
て

お
り
、
そ
の
上
に
ブ
ロ
ッ
ク
別
審
査
委

員
長
会
議
が
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、

少
な
か
ら
ぬ
審
査
委
員
長
か
ら
「
そ

も
そ
も
各
都
道
府
県
の
審
査
委
員
会
で

審
査
決
定
を
す
る
の
に
、
ど
う
い
う
立

場
・
権
限
で
審
査
基
準
の
統
一
に
つ
い

て
の
調
整
を
す
る
の
か
」
と
い
う
ご
意

見
を
い
た
だ
い
て
き
た
。

　

従
前
は
審
査
委
員
長
会
議
も
ブ
ロ
ッ

ク
別
審
査
委
員
長
会
議
も
内
部
通
知
に

し
か
根
拠
が
な
か
っ
た
が
、
今
回
、
定

款
の
中
に
こ
れ
ら
の
会
議
を
設
置
す
る

こ
と
と
併
せ
て
審
査
に
関
す
る
重
要
事

項
に
つ
い
て
、
全
国
的
な
も
の
は
審
査

委
員
長
会
議
で
、
ブ
ロ
ッ
ク
内
の
も
の

は
ブ
ロ
ッ
ク
別
の
審
査
委
員
長
会
議
で

調
査
審
議
す
る
こ
と
を
所
掌
事
務
と
し

て
明
確
に
規
定
す
る
こ
と
と
し
た
。
重

要
事
項
の
例
示
と
し
て
、
審
査
の
取
扱

い
の
調
整
、
分
か
り
や
す
く
言
え
ば
差

異
の
解
消
に
向
け
た
調
整
を
明
記
す
る

こ
と
に
し
た
。

　

今
回
、
そ
の
役
割
や
所
掌
を
定
款
に

記
載
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
医
師
会
や

歯
科
医
師
会
ま
た
保
険
者
と
い
っ
た
関

係
者
に
よ
る
理
事
会
で
の
議
決
を
経

て
、
厚
生
労
働
大
臣
に
認
可
を
し
て
い

た
だ
き
、
い
わ
ば
関
係
者
、
監
督
官
庁

も
認
知
を
し
た
公
的
な
会
議
体
へ
格
上

げ
を
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
定
款
変
更
の
趣
旨
を
踏
ま
え

て
、
審
査
に
関
す
る
重
要
事
項
に
つ
い

て
は
審
査
委
員
長
会
議
で
審
査
委
員
長

に
主
体
的
に
決
め
て
い
っ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
集
約
後
も
大
変
重
要
な
役
割

を
担
う
ブ
ロ
ッ
ク
別
審
査
委
員
長
会
議

に
は
診
療
科
別
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

を
活
用
し
な
が
ら
審
査
の
差
異
解
消
に

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
も
ら
い

た
い
と
考
え
て
い
る
。

審
査
基
準
の
統
一

　

昨
年
10
月
の
審
査
委
員
長
会
議
で
、

今
後
の
審
査
取
決
は
原
則
ブ
ロ
ッ
ク
で

行
い
、
支
部
で
の
取
決
は
行
わ
な
い
と

い
う
方
針
に
対
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
意

見
を
い
た
だ
い
た
。

　

今
後
は
職
員
が
ブ
ロ
ッ
ク
内
で
集
約

さ
れ
複
数
の
都
道
府
県
の
レ
セ
プ
ト
の

審
査
事
務
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
る
た

め
、
各
県
で
取
決
が
分
か
れ
る
と
職
員

の
仕
事
が
回
ら
な
く
な
る
。

　

で
き
る
限
り
揃
え
ら
れ
る
も
の
は
揃

え
て
い
く
と
い
う
大
局
の
方
針
は
維
持

し
な
が
ら
、
一
方
で
審
査
決
定
は
地
域

医
療
の
特
性
を
踏
ま
え
て
、
各
都
道
府

県
に
置
か
れ
る
審
査
委
員
会
で
決
定
す

る
と
い
う
法
的
な
建
付
け
は
変
わ
ら
な

い
の
で
、
こ
の
両
方
を
勘
案
し
、
実
際

の
運
用
は
現
実
的
か
つ
柔
軟
に
し
て
い

き
た
い
。
具
体
的
に
は
、
審
査
委
員
間

の
扱
い
を
揃
え
る
た
め
の
各
審
査
委
員

会
で
の
取
決
、
各
支
部
で
国
保
連
と
の

協
議
に
よ
る
取
決
、
ま
た
、
ブ
ロ
ッ
ク

内
の
地
域
審
査
事
務
セ
ン
タ
ー
や
分
室

で
の
取
決
、
い
ず
れ
も
や
っ
て
い
た
だ

い
て
よ
い
と
考
え
て
い
る
。
た
だ
、
一

点
だ
け
、
そ
の
ま
ま
放
置
す
る
と
ド
ン

ド
ン
積
も
っ
て
、
差
異
の
原
因
に
な
る

の
で
、
暫
定
的
に
取
決
を
し
た
ら
、
で

き
る
だ
け
早
い
段
階
で
、
ブ
ロ
ッ
ク
別

診
療
科
別
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
で
議

論
を
し
て
調
整
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。審

査
実
績

　

令
和
４
年
度
前
年
の
目
標
は
、
集
約

前
で
あ
る
た
め
令
和
３
年
度
と
同
じ
目

標
を
掲
げ
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

　

し
か
し
集
約
後
の
令
和
４
年
度
後
半

は
、審
査
事
務
セ
ン
タ
ー
・
分
室
と
い
っ
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た
集
約
拠
点
と
審
査
委
員
会
事
務
局
の

役
割
や
責
任
の
分
担
を
踏
ま
え
た
目
標

を
設
定
し
て
い
き
た
い
。

　

審
査
事
務
セ
ン
タ
ー
で
は
、
職
員
は

電
子
レ
セ
プ
ト
の
審
査
事
務
を
担
当
す

る
の
で
、
そ
の
目
標
を
掲
げ
、
審
査
委

員
会
事
務
局
の
職
員
は
、
審
査
委
員
会

の
審
査
補
助
業
務
を
担
う
の
で
、
補
助

業
務
の
良
し
悪
し
を
審
査
委
員
に
行
っ

て
い
た
だ
く
べ
き
事
項
に
よ
っ
て
評
価

を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　

特
に
審
査
事
務
集
約
後
に
つ
い
て

は
、
本
部
と
審
査
事
務
セ
ン
タ
ー
と

が
十
分
に
連
携
を
図
り
な
が
ら
そ
の

ブ
ロ
ッ
ク
内
の
地
域
審
査
事
務
セ
ン

タ
ー
・
分
室
、
あ
る
い
は
審
査
委
員
会

事
務
局
の
目
標
の
進
捗
管
理
を
し
て
い

く
よ
う
な
体
制
を
作
っ
て
い
き
た
い
。

本
部
に
そ
れ
ぞ
れ
の
ブ
ロ
ッ
ク
を
担
当

す
る
地
域
担
当
を
置
き
、
集
約
拠
点
の

審
査
事
務
セ
ン
タ
ー
と
協
力
し
な
が
ら

ブ
ロ
ッ
ク
内
の
実
績
や
現
状
の
分
析
を

し
て
、
そ
の
目
標
達
成
に
向
け
て
進
捗

管
理
・
支
援
を
し
て
い
く
。

　

集
約
拠
点
の
支
部
に
お
い
て
は
、
集

約
後
に
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
、

ブ
ロ
ッ
ク
内
の
支
部
に
対
し
て
模
範
と

な
っ
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
る
。
令
和

３
年
度
の
こ
れ
ま
で
の
審
査
事
務
の
実

績
を
み
る
と
、
率
直
に
申
し
上
げ
て
、

い
く
つ
か
の
拠
点
を
除
い
て
、
総
じ
て

芳
し
く
な
い
状
況
に
あ
る
。
令
和
４
年

度
前
半
に
で
き
る
だ
け
実
績
を
引
き
上

げ
て
、
年
度
後
半
に
お
い
て
集
約
拠
点

の
審
査
事
務
セ
ン
タ
ー
の
セ
ン
タ
ー

長
・
分
室
長
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発

揮
し
て
い
け
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。
こ
れ
は
職
員
の
努
力

だ
け
で
は
難
し
い
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で

審
査
委
員
長
に
は
、
一
度
自
支
部
の
今

の
審
査
事
務
の
実
績
等
を
確
認
い
た
だ

き
、
来
年
度
前
半
の
実
績
の
底
上
げ
に

向
け
て
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
。

在
宅
審
査
・
在
宅
審
査
事
務

　

昨
年
10
月
か
ら
群
馬
支
部
で
モ
デ
ル

事
業
を
実
施
し
て
い
る
。
群
馬
支
部
で

90
人
の
う
ち
27
人
の
審
査
委
員
に
在
宅

審
査
を
実
際
に
行
っ
て
い
た
だ
い
た
。

職
員
も
モ
デ
ル
的
に
実
施
し
て
い
る
。

在
宅
審
査
・
審
査
事
務
の
目
的
は
大
き

く
３
点
あ
る
。

　

１
点
目
は
「
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡

大
時
に
お
け
る
業
務
継
続
の
必
要
性
」。

支
払
基
金
は
緊
急
事
態
宣
言
下
で
も
事

業
継
続
を
求
め
ら
れ
る
事
業
者
で
あ

る
。
一
昨
年
の
４
月
、
５
月
に
お
い
て

は
ま
だ
感
染
の
影
響
に
つ
い
て
見
極
め

ら
れ
ず
、
審
査
委
員
長
一
任
で
審
査
決

定
を
し
た
。
結
果
と
し
て
、
査
定
件
数

７
割
減
、
査
定
点
数
９
割
減
に
な
り
、

改
め
て
審
査
委
員
の
先
生
方
の
判
断
な

く
し
て
は
審
査
が
成
り
立
た
な
い
こ
と

が
明
確
に
な
っ
た
。

　

ま
た
、
昨
年
10
支
部
の
審
査
委
員
に

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
平

常
時
で
も
４
割
弱
の
審
査
委
員
が
在
宅

で
の
審
査
を
希
望
さ
れ
た
。
特
に
非
常

時
に
お
い
て
は
７
割
を
超
え
る
審
査
委

員
が
在
宅
で
の
審
査
を
希
望
さ
れ
る
と

い
う
結
果
も
出
て
い
る
。

　

２
点
目
は
「
審
査
の
質
の
向
上
」
で

あ
る
。
今
も
事
務
所
ま
で
の
移
動
に
か

な
り
時
間
が
か
か
る
審
査
委
員
や
、
診

療
が
終
わ
っ
た
後
、
事
務
所
に
来
て
審

査
に
従
事
す
る
と
い
う
審
査
委
員
も
い

る
。
今
後
幅
広
く
審
査
委
員
に
お
願
い

し
て
い
く
上
で
は
、
在
宅
審
査
と
い
う

選
択
肢
も
用
意
を
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

　

３
点
目
は
、
長
時
間
通
勤
と
な
る
職

員
の
負
担
軽
減
。
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム

と
併
せ
て
柔
軟
な
働
き
方
に
改
革
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
職
員
の
仕
事
に
対
す
る

志
気
を
上
げ
て
い
く
と
い
う
こ
と
も
狙

い
の
一
つ
で
あ
る
。

　

在
宅
審
査
に
つ
い
て
は
、
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
の
問
題
、
ま
た
、
審
査
と
い
う
の

は
審
査
委
員
一
人
で
や
る
わ
け
で
は
な

く
専
門
外
の
部
分
に
つ
い
て
は
専
門
の

審
査
委
員
に
確
認
し
な
が
ら
合
議
で
や

る
の
で
、
在
宅
や
病
院
で
や
る
の
は
難

し
い
と
言
わ
れ
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
点

に
つ
い
て
も
、
モ
デ
ル
事
業
で
確
認
を

し
て
き
た
が
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
つ
い

て
は
問
題
が
な
か
っ
た
。
ま
た
職
員
と

審
査
委
員
の
連
携
で
は
、
職
員
側
か
ら

は
テ
レ
ビ
電
話
や
審
査
支
払
新
シ
ス
テ

ム
に
お
け
る
照
会
依
頼
機
能
で
連
携
を

図
る
こ
と
が
で
き
た
。
審
査
委
員
に
は

必
ず
し
も
照
会
依
頼
機
能
を
十
分
使
っ

て
い
た
だ
い
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
い

が
、
来
所
時
に
確
認
や
協
議
を
す
る
こ

と
で
補
っ
て
い
た
だ
き
、
審
査
実
績
に

つ
い
て
は
大
き
な
問
題
は
な
い
こ
と
が

確
認
さ
れ
た
。
全
て
在
宅
で
行
う
と
い

う
こ
と
で
は
な
く
、事
務
所
で
の
審
査
、

勤
務
と
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、

一
定
程
度
の
実
績
も
確
保
で
き
た
と
考

え
て
い
る
。

最
後
に

　

７
か
月
後
に
審
査
事
務
の
集
約
と
い

う
大
き
な
組
織
改
革
が
迫
っ
て
い
る
。

事
務
的
な
準
備
が
非
常
に
多
い
が
、
審

査
委
員
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
得
な
が

ら
円
滑
な
支
部
組
織
の
移
行
に
向
け
て

万
全
を
期
し
て
い
き
た
い
。

月刊基金 April 202215



Topics 

１
２
０
人
減
の
３
９
２
６
人
と
し
ま
す
。

審
査
結
果
の
不
合
理
な
差
異
解
消

の
取
組

●
診
療
科
別
審
査
事
務
体
制
の
確
立
と

審
査
の
差
異
事
例
の
検
討
・
統
一
化

　

令
和
３
年
３
月
に
厚
生
労
働
省
で
ま

と
め
ら
れ
た
「
審
査
支
払
機
能
の
在
り

方
に
関
す
る
検
討
会
」（
在
り
方
検
討

会
）
の
報
告
書
に
基
づ
き
、
支
部
取
決

事
項
に
つ
い
て
整
理
を
進
め
、
取
決
が

単
一
ブ
ロ
ッ
ク
の
み
に
あ
る
場
合
は
各

ブ
ロ
ッ
ク
の
診
療
科
別
Ｗ
Ｇ
に
お
い
て
、

複
数
ブ
ロ
ッ
ク
に
跨
っ
て
あ
る
場
合
は

本
部
検
討
会
で
検
討
・
統
一
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

　

審
査
事
務
集
約
後
は
、 

審
査
事
務
セ

ン
タ
ー
（
分
室
）
に
お
い
て
診
療
科
別

の
組
織
を
構
成
し
、
職
員
が
複
数
の
都

道
府
県
の
審
査
事
務
を
担
当
す
る
こ
と

　

令
和
４
年
度
は
、
支
払
基
金
に
と
っ

て
、
今
般
の
改
革
の
要
と
な
る
審
査
事

務
集
約
を
実
行
す
る
大
変
重
要
な
年
と

な
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、「
新
生
支
払
基

金
を
創
建
す
る
年
」
と
し
て
位
置
付
け
、

審
査
業
務
の
効
率
化
や
審
査
結
果
の
不

合
理
な
差
異
解
消
の
取
組
を
円
滑
に
実

施
で
き
る
新
し
い
組
織
体
制
へ
の
刷
新

を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
国
民
の
保
健
医
療
の
向
上
や

最
適
な
医
療
へ
の
貢
献
と
い
う
目
的
を

達
成
す
る
た
め
、「
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
の

積
極
展
開
の
年
」
と
し
て
デ
ー
タ
ヘ
ル

ス
事
業
に
重
点
的
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、「
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
に
対
応
し
た
新

た
な
働
き
方
と
中
期
的
に
安
定
し
た
財

政
運
営
へ
の
転
換
」
を
掲
げ
、
次
の
３

つ
の
柱
で
進
め
て
い
き
ま
す
。（
図
表
１
）

 

・
新
し
い
組
織
体
制
の
確
立

 

・
保
健
医
療
情
報
等
の
活
用

 

・
安
定
的
な
業
務
運
営

新
し
い
組
織
体
制
の

確
立
に
向
け
た
取
組

組
織
改
革
の
実
施

　

審
査
業
務
の
効
率
化
や
審
査
結
果
の

不
合
理
な
差
異
解
消
の
取
組
を
円
滑
に

実
施
す
る
た
め
、
10
月
に
職
員
を
中
核

審
査
事
務
セ
ン
タ
ー
（
６
拠
点
）、
地
域

審
査
事
務
セ
ン
タ
ー
（
４
拠
点
）、
審
査

事
務
セ
ン
タ
ー
分
室
（
４
拠
点
）
に
集

約
し
ま
す
。（
図
表
２
）

　

ま
た
、
審
査
委
員
会
は
引
き
続
き
47

都
道
府
県
に
設
置
す
る
こ
と
か
ら
、
当

該
委
員
会
の
補
助
業
務
を
担
う
審
査
委

員
会
事
務
局
を
47
都
道
府
県
に
設
置
し

ま
す
。

　

職
員
定
員
に
つ
い
て
は
、令
和
６
年
度

末
の
３
５
０
０
人
体
制
に
向
け
て
、
令

和
４
年
度
末
に
は
令
和
３
年
度
末
か
ら

で
把
握
し
た
都
道
府
県
間
の
審
査
結
果

の
差
異
事
例
や
、
審
査
委
員
か
ら
の
検

討
依
頼
事
例
に
つ
い
て
診
療
科
別
W
G

で
検
討
し
ま
す
。（
図
表
３
）

●
審
査
の
差
異
の
可
視
化
レ
ポ
ー
テ
ィ

ン
グ
の
実
施

　

審
査
結
果
の
差
異
の
見
え
る
化
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施
し
て
い
る

審
査
の
差
異
の
可
視
化
レ
ポ
ー
テ
ィ
ン

グ
に
つ
い
て
は
、
機
械
的
に
抽
出
し
た

条
件
で
作
成
し
た
検
証
前
レ
ポ
ー
ト
や
、

そ
の
後
、
差
異
が
適
正
な
理
由
に
よ
る

も
の
か
、
不
合
理
な
差
異
で
あ
る
か
を

検
証
し
た
レ
ポ
ー
ト
（
検
証
結
果
）
を

公
表
し
ま
す
。
不
合
理
な
差
異
に
つ
い

て
は
差
異
解
消
の
取
組
を
進
め
（
図

表
４
）、
１
年
以
内
に
そ
の
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
結
果
を
公
表
す
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

　

令
和
４
年
度
に
お
い
て
は
、
令
和
３

年
度
に
公
表
し
た
レ
ポ
ー
ト
（
検
証
結

果
）
の
う
ち
差
異
が
見
ら
れ
た
事
例
の

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
結
果
や
、
審
査
情
報

提
供
事
例
（
歯
科
）
２
２
５
事
例
の
う

ち
令
和
３
年
度
に
公
表
し
た
も
の
を
除

く
事
例
、
年
間
２
０
０
０
件
以
上
の
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
チ
ェ
ッ
ク
付
箋
が
付
く
事

例
を
対
象
に
レ
ポ
ー
ト
を
実
施
し
ま
す
。

令
和
４
事
業
年
度
社
会
保
険
診
療
報
酬

支
払
基
金
事
業
計
画
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Topics

○ 組織改革の実施
　　（新たな組織体制の構築　組織編成と最適な人員配置）　

○ 審査結果の不合理な差異解消の取組
　　（診療科別審査事務体制の確立と審査の差異事例の検討・統一化　

　　審査の差異の可視化レポーティングの実施　統一的なコンピュータチェックルールの設定

　　本部審査の拡大　国保連との審査基準の取扱いの統一）

○ 新たな組織の役割・責任を踏まえた審査の質の向上に向けた取組
　　（新たな組織の役割を踏まえた審査の目標　業務運営基本方針・行動計画の策定　

　　適正なレセプト提出に向けた支援等　医療顧問の新たな勤務体制及び役割の確立）

○ 審査支払業務の効率化
　　（ＡＩによるレセプト振分け機能の精緻化　審査支払システムの診療報酬改定への対応

　　訪問看護レセプトの電子化　国保中央会・国保連との審査支払システムの共同開発　

　　紙レセプト処理の集約化　間接部門業務の本部集約化）　

○ 組織改革を踏まえた人事制度と勤務環境の整備
　　（キャリアパスの策定　新たな勤務時間制度　在宅審査・在宅審査事務の導入　

　　新たな職務等級制度及び報酬制度　集約体制に応じた定年延長及び定年後再雇用制度の運用

　　集約時の事務所の環境整備と既存事務所の有効活用等）

第 2　
  新しい組織体制の
  確立に向けた取組

○ 感染症・災害・事故等のリスク管理の強化
○ 中期的に安定的・効率的な財政運営の実現
○ その他の業務運営

○ 本人や保険医療機関等に対する保健医療情報の提供等
　　（オンライン資格確認等システムの整備と運用　

      医療情報化に伴う保険医療機関等及び保険者への支援）

○ 保険者との協働によるデータヘルスの推進
　　（健康スコアリングレポートの作成　データヘルス・ポータルサイトの運用）

○ 研究者や地方自治体との協働によるデータヘルスの推進
　　（ＮＤＢ関連業務の実施　履歴照会・回答システムの運用）

第 3　
  保健医療情報等の　
  活用に関する取組

第 4　
  安定的な業務運営
  に向けた取組

第
１
　
基
本
方
針

図表１●令和4事業年度社会保険診療報酬支払基金事業計画の構成

●
統
一
的
な
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
チ
ェ
ッ
ク

ル
ー
ル
の
設
定

　

原
審
査
時
に
お
い
て
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

チ
ェ
ッ
ク
が
な
く
、
査
定
箇
所
が
1
年

間
で
５
０
０
を
超
え
、
該
当
都
道
府
県

が
30
を
超
え
る
２
５
１
の
医
薬
品
・
診

療
行
為
に
つ
い
て
分
析
を
行
い
、
査
定

に
つ
な
が
る
可
能
性
が
高
い
条
件
を
見

出
し
た
場
合
は
、
全
国
統
一
的
な
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
チ
ェ
ッ
ク
を
設
定
し
ま
す
。

　

ま
た
、
令
和
２
年
10
月
か
ら
実
施
し

た
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
チ
ェ
ッ
ク
ル
ー
ル
の

試
行
的
公
開
に
係
る
影
響
調
査
の
結
果
、

公
開
前
後
の
請
求
内
容
等
に
お
い
て
有

意
な
差
が
確
認
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
を

踏
ま
え
、
今
後
、
関
係
者
の
合
意
を
得

な
が
ら
、
公
開
拡
大
に
向
け
検
討
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

　

な
お
、公
開
す
る
チ
ェ
ッ
ク
マ
ス
タ
※
１

や
本
部
点
検
条
件
※
２
に
つ
い
て
は
、
保

険
医
療
機
関
等
の
シ
ス
テ
ム
に
取
り
込

み
や
す
い
よ
う
、
機
械
可
読
式
フ
ァ
イ

ル
に
よ
り
提
供
し
ま
す
。

※
１　

チ
ェ
ッ
ク
マ
ス
タ
：
医
薬
品
添
付
文
書
（
効

能
・
効
果
、
用
法
・
用
量
等
）
等
を
も
と
に
チ
ェ
ッ

ク
※
２　

本
部
点
検
条
件
：
告
示
・
通
知
、
疑
義
解
釈

資
料
等
を
も
と
に
チ
ェ
ッ
ク

月刊基金 April 202217



Topics
●
国
保
連
と
の
審
査
基
準
の
取
扱
い
の

統
一

　

在
り
方
検
討
会
の
報
告
書
を
踏
ま
え
、

地
域
レ
ベ
ル
で
の
国
保
連
と
の
審
査
基

準
の
協
議
体
制
の
検
討
や
、
令
和
６
年

４
月
の
国
保
中
央
会
と
の
整
合
的
な
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
チ
ェ
ッ
ク
の
実
現
に
向
け

た
取
組
、
国
保
連
と
の
審
査
委
員
の
併

任
制
度
の
具
体
化
に
向
け
た
調
整
な
ど

を
厚
生
労
働
省
や
国
保
中
央
会
等
と
連

携
し
、
進
め
て
い
き
ま
す
。

新
た
な
組
織
の
役
割
・
責
任
を
踏

ま
え
た
審
査
の
質
の
向
上
に
向
け

た
取
組

　

審
査
事
務
セ
ン
タ
ー
（
分
室
）
で
は

電
子
レ
セ
プ
ト
の
審
査
事
務
を
担
当
す

る
こ
と
か
ら
、
医
学
的
判
断
を
要
す
る

も
の
等
へ
の
的
確
な
疑
義
付
箋
貼
付
を

は
じ
め
と
し
た
目
視
対
象
レ
セ
プ
ト
の

確
実
な
審
査
事
務
な
ど
を
目
標
と
し
て

取
り
組
み
ま
す
。

　

一
方
、
審
査
委
員
会
事
務
局
は
審
査

委
員
会
を
補
助
す
る
こ
と
か
ら
、
審
査

事
務
セ
ン
タ
ー
（
分
室
）
の
職
員
に
よ

り
疑
義
付
箋
が
貼
付
さ
れ
た
レ
セ
プ
ト

を
は
じ
め
と
し
た
目
視
対
象
レ
セ
プ
ト

の
確
実
な
審
査
の
た
め
、
審
査
委
員
の

審
査
補
助
業
務
な
ど
を
目
標
と
し
て
取

り
組
み
ま
す
。

審
査
支
払
業
務
の
効
率
化

●
Ａ
Ｉ
に
よ
る
レ
セ
プ
ト
振
分
け
機
能

の
精
緻
化

　

審
査
支
払
シ
ス
テ
ム
に
実
装
し
た
Ａ

Ｉ
に
よ
る
レ
セ
プ
ト
振
分
け
機
能
に
つ

い
て
は
、
振
分
け
結
果
の
検
証
や
定
期

的
な
学
習
デ
ー
タ
等
の
更
新
に
よ
り
精

度
を
向
上
し
、
審
査
支
払
シ
ス
テ
ム
の

稼
働
後
２
年
以
内
に
は
人
に
よ
る
審
査

を
必
要
と
し
な
い
レ
セ
プ
ト
を
９
割
程

度
と
し
ま
す
。

●
訪
問
看
護
レ
セ
プ
ト
の
電
子
化

　

令
和
６
年
５
月
か
ら
の
稼
働
を
目
途

に
、
訪
問
看
護
レ
セ
プ
ト
の
電
子
化
に

向
け
た
開
発
を
進
め
ま
す
。

●
国
保
中
央
会
・
国
保
連
と
の
審
査
支

払
シ
ス
テ
ム
の
共
同
開
発

　

在
り
方
検
討
会
の
報
告
書
に
示
さ
れ

た
方
針
に
基
づ
き
、
令
和
６
年
４
月
の

国
保
総
合
シ
ス
テ
ム
の
更
改
に
向
け
、

国
保
中
央
会
・
国
保
連
と
の
受
付
領
域

の
共
同
利
用
な
ど
を
目
指
し
、
準
備
を

進
め
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
国
保
中
央
会
と
の
審
査
支

払
シ
ス
テ
ム
の
共
同
開
発
に
向
け
て
、

●：中核審査事務センター

●：地域審査事務センター

●：審査事務センター分室

ー：ブロック
　  [北海道・東北、関東、中部、近畿、中国・四国、九州・沖縄］
※審査委員会事務局：47都道府県の県庁所在地に設置

【札幌市】
北海道センター

【さいたま市】
埼玉センター

【高松市】
香川センター

【金沢市】
石川センター

【盛岡市】
盛岡分室

【高崎市】
高崎分室

【米子市】
米子分室

【熊本市】
熊本分室

【仙台市】
宮城センター

【23区内】
東京センター【名古屋市】

愛知センター【大阪市】
大阪センター

【広島市】
広島センター【福岡市】

福岡センター

図表２●審査事務センター配置図
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Topics

ブロック別審査委員長会議

外科ＷＧ

②協議（WEB）

①依頼 ①依頼 ①依頼 ①依頼

③検討結果

診療科別ＷＧ

③検討結果

01審査委員長　～　05審査委員長

01審査委員　～　05審査委員
内科ＷＧ

②協議（WEB）
01審査委員　～　05審査委員

歯科ＷＧ

②協議（WEB）
01審査委員　～　05審査委員

その他の診療科ＷＧ

②協議（WEB）
01審査委員　～　05審査委員

④承認（WEB）
本部検討会
（全国統一）

報告・対応

③検討結果

審査事務センター（職員）

内科審査課 外科審査課 混合審査課 歯科審査課

本部出席
全国的に情報提供

審査の取扱いに関する調整

⑤周知 ※スピードを優先するため、書面、WEB会議開催

図表３●審査事務集約後の診療科別WG 差異解消の取組のフロー

デ
ジ
タ
ル
庁
、
厚
生
労
働
省
と
連
携
し

な
が
ら
検
討
を
進
め
ま
す
。

●
紙
レ
セ
プ
ト
処
理
の
集
約
化

　

請
求
支
払
業
務
の
効
率
化
や
委
託
経

費
の
節
減
を
図
る
た
め
、
８
月
か
ら
紙

レ
セ
プ
ト
の
画
像
取
得
業
務
を
６
拠
点

に
、
デ
ー
タ
入
力
業
務
を
３
拠
点
に
集

約
し
ま
す
。

●
間
接
部
門
業
務
の
本
部
集
約
化

　

審
査
事
務
集
約
に
向
け
、
間
接
部
門

業
務
に
つ
い
て
、
無
駄
な
業
務
の
廃
止
、

本
部
・
審
査
事
務
セ
ン
タ
ー
へ
の
集
約

化
、
外
部
委
託
化
を
進
め
ま
す
。

組
織
改
革
を
踏
ま
え
た
人
事
制
度

と
勤
務
環
境
の
整
備

●
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
の
策
定

　

審
査
エ
キ
ス
パ
ー
ト
コ
ー
ス
、
経
営

幹
部
コ
ー
ス
、
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
エ
キ
ス

パ
ー
ト
コ
ー
ス
、
標
準
コ
ー
ス
の
各

キ
ャ
リ
ア
パ
ス
の
育
成
方
針
や
評
価
基

準
等
を
具
体
化
し
、
令
和
５
年
度
か
ら

運
用
を
行
い
ま
す
。

●
新
た
な
勤
務
時
間
制
度

　

長
時
間
通
勤
と
な
る
職
員
の
負
担
の

軽
減
を
図
る
た
め
、
時
差
出
勤
制
度
や

フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
の
運
用
を
開
始

し
ま
す
。

●
在
宅
審
査
・
在
宅
審
査
事
務
の
導
入

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
時

等
の
非
常
時
の
対
応
や
、
審
査
事
務
集

約
後
に
お
け
る
職
員
の
負
担
軽
減
を
図

る
た
め
、
ま
た
、
審
査
時
間
の
確
保
な

ど
の
審
査
の
質
の
向
上
の
観
点
か
ら
、

在
宅
審
査
・
在
宅
審
査
事
務
を
導
入
し

ま
す
。

●
集
約
時
の
事
務
所
の
環
境
整
備
と
既

存
事
務
所
の
有
効
活
用
等

　

既
存
事
務
所
を
継
続
使
用
す
る
審
査

事
務
セ
ン
タ
ー
（
分
室
）
や
築
30
年
未

満
の
審
査
委
員
会
事
務
局
11
事
務
所
に

つ
い
て
、
令
和
５
年
度
か
ら
５
年
間
の

大
規
模
修
繕
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

　

ま
た
、
築
30
年
以
上
の
審
査
委
員
会

事
務
局
24
事
務
所
に
つ
い
て
、
令
和
８

年
度
か
ら
の
移
転
売
却
の
基
本
方
針
を

策
定
し
ま
す
。

　

既
存
事
務
所
の
賃
貸
に
つ
い
て
は
、

早
期
の
賃
貸
開
始
に
向
け
、
希
望
者
と

の
契
約
締
結
や
必
要
な
工
事
等
を
実
施

し
ま
す
。
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Topics

保
健
医
療
情
報
等
の

活
用
に
関
す
る
取
組

　
　
　
　
　
　
　
　
（
図
表
５
）

本
人
や
保
険
医
療
機
関
等
に
対
す

る
保
健
医
療
情
報
の
提
供
等

●
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
等
シ
ス
テ
ム

の
整
備
と
運
用

　

医
療
保
険
者
等
向
け
中
間
サ
ー
バ
や

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
等
シ
ス
テ
ム
を

安
定
的
に
運
用
す
る
と
と
も
に
、
訪
問

診
療
等
に
係
る
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認

の
開
始
に
向
け
た
検
討
・
開
発
を
進
め

ま
す
。

　

さ
ら
に
、
現
在
提
供
し
て
い
る
特
定

健
診
情
報
、
薬
剤
情
報
、
医
療
費
情
報

に
加
え
、
保
険
医
療
機
関
名
、
診
療
年

月
等
の
基
本
情
報
、
手
術
・
透
析
等
の

レ
セ
プ
ト
情
報
に
つ
い
て
も
令
和
４
年

夏
を
目
途
に
提
供
を
開
始
す
る
と
と
も

に
、
令
和
５
年
度
を
目
途
に
事
業
主
健

診
情
報
の
提
供
を
開
始
で
き
る
よ
う
、

シ
ス
テ
ム
改
修
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
保
険
医
療
機
関
や
保
険
薬
局

の
間
で
リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
処
方
・
調
剤

情
報
の
共
有
、
重
複
投
薬
の
防
止
等
が

可
能
と
な
る
電
子
処
方
箋
管
理
サ
ー
ビ

ス
に
つ
い
て
開
発
を
進
め
、
令
和
５
年

１
月
か
ら
運
用
を
開
始
し
ま
す
。

●
医
療
情
報
化
に
伴
う
保
険
医
療
機
関

等
及
び
保
険
者
へ
の
支
援

　

保
険
医
療
機
関
等
の
オ
ン
ラ
イ
ン
資

格
確
認
の
導
入
に
対
す
る
支
援
と
し
て
、

顔
認
証
付
き
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
の
提
供

や
補
助
金
の
交
付
を
行
う
と
と
も
に
、

厚
生
労
働
省
と
連
携
し
、
全
保
険
医
療

機
関
等
の
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
導
入

の
促
進
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
取
組
に
併
せ
て
、
レ
セ

プ
ト
の
オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
の
戦
略
的
な

導
入
促
進
や
、
保
険
者
に
よ
る
再
審
査

請
求
や
オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
保
険
医
療
機

関
等
か
ら
の
返
戻
再
請
求
の
オ
ン
ラ
イ

ン
請
求
義
務
化
に
向
け
た
保
険
者
・
保

険
医
療
機
関
等
へ
の
働
き
か
け
を
実
施

し
ま
す
。

保
険
者
と
の
協
働
に
よ
る
デ
ー
タ

ヘ
ル
ス
の
推
進

　

令
和
３
年
度
に
引
き
続
き
、
保
険

者
・
事
業
主
単
位
で
健
康
ス
コ
ア
リ
ン

グ
レ
ポ
ー
ト
を
作
成
し
ま
す
。
ま
た
、

健
康
ス
コ
ア
リ
ン
グ
レ
ポ
ー
ト
の
提
供

や
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
の
実
績
報
告
収

集
の
た
め
の
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
・
ポ
ー
タ

検証前レポート レポート

職員起因

審査委員起因

異なる処理を行っている職員を特定し、
上司による教育

異なる処理を行っている審査委員を
特定し、審査委員長等による周知

差異がみられる支部が属するブロック
の診療科別WGにおいて差異の解消

本部検討会において差異の解消

単一のブロックにのみ差異あり

全国的に差異あり

取扱いが異なる場合の対応

支　部
支部での検証

本　部
支部の検証結果確認

算定ルール

医学的判断

作成報告提供

コンピュータ
チェックの
設定・精緻化

図表４●審査の差異の可視化レポーティング機能の概要及びPDCA
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Topics
ル
サ
イ
ト
※
３
の
運
用
を
行
い
ま
す
。

※
３　

デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
・
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
：
保
険

者
に
お
け
る
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
の
取
組
の
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ

を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
の

推
進
に
役
立
つ
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
の
一
元
化
を
図

り
、
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
の
推
進
に
関
わ
る
全
て
の
関

係
者
に
わ
か
り
や
す
く
情
報
提
供
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
構
築
さ
れ
た
も
の
。

研
究
者
や
地
方
自
治
体
と
の
協
働

に
よ
る
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
の
推
進

　

令
和
４
年
４
月
よ
り
、
Ｎ
Ｄ
Ｂ
の
運

用
管
理
、
研
究
者
や
地
方
自
治
体
各
々

の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
Ｎ
Ｄ
Ｂ
デ
ー
タ
の

情
報
分
析
・
提
供
等
の
支
援
や
、
履
歴

照
会
・
回
答
シ
ス
テ
ム
※
４
に
よ
る
被
保

険
者
番
号
の
履
歴
を
活
用
し
た
連
結
に

必
要
な
情
報
の
提
供
を
開
始
し
ま
す
。

※
４　

履
歴
照
会
・
回
答
シ
ス
テ
ム
：
医
療
保
険
の
被

保
険
者
番
号
を
個
人
単
位
化
し
、
そ
の
履
歴
を
一

元
的
に
管
理
す
る
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
等
シ
ス

テ
ム
を
導
入
し
、
そ
の
基
盤
を
活
用
し
て
医
療
情

報
等
の
共
有
・
収
集
・
連
結
を
行
う
者
が
、
必
要
に

応
じ
て
、
履
歴
管
理
提
供
主
体
か
ら
被
保
険
者
番

号
履
歴
の
提
供
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
仕
組
み
。

安
定
的
な
業
務
運
営
に

向
け
た
取
組

２０２１年度 ２０２２年度 ２０２３年度 ２０２４年度 ２０２５年度

本人や医療機関等に対する保健医療情報の提供

オンライン資格確認等
システム

オンライン資格確認等
システムによる保健医
療情報の提供

電子処方箋管理
サービス

保険者との協働によるデータヘルス

健康スコアリング
レポート

データヘルス・ポータル
サイトの運用

地方自治体や研究者との協働によるデータヘルス

NDB 関連業務  支払基金が運営を開始（2022年４月〜）

 保健医療情報の共有基盤として運用開始（2021年10月〜）

 特定健診情報・薬剤情報の提供（2021年10月〜）、医療費情報の提供（2021年11月〜）

 医療機関名、手術・透析情報、医学管理等情報の提供（2022年夏〜）

 処方情報、調剤情報を迅速に提供（2023年１月〜）

 支払基金が作成し健保組合等へ提供（2022年３月〜）

 支払基金が運用を開始（2022年４月〜）

図表５●保健医療情報等の活用に関する取組

感
染
症
・
災
害
・
事
故
等
の
リ
ス

ク
管
理
の
強
化

　

災
害
発
生
時
に
保
険
医
療
機
関
等
へ

の
診
療
報
酬
や
広
域
連
合
等
へ
の
交
付

金
の
支
払
継
続
等
の
重
要
業
務
を
最
優

先
す
る
事
業
継
続
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

中
期
的
に
安
定
的
・
効
率
的
な
財

政
運
営
の
実
現

　

安
定
的
な
業
務
運
営
の
た
め
、
関
係

団
体
等
と
協
議
し
た
上
で
、収
入
支
出
の

両
面
で
平
準
化
を
考
慮
し
た
中
期
的
な

財
政
運
営
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
簡
素
な
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

チ
ェ
ッ
ク
で
完
結
す
る
判
断
が
明
ら
か

な
レ
セ
プ
ト
に
関
し
、
他
の
レ
セ
プ
ト

と
は
別
の
手
数
料
を
設
定
す
る
こ
と
な

ど
を
盛
り
込
ん
だ
新
手
数
料
体
系
に
つ

い
て
、
引
き
続
き
保
険
者
団
体
等
と
協

議
し
ま
す
。

事業計画は支払基金
ホームページ（https://
www.ssk.or.jp）に掲載
しています。
トップページ→組織概
要→事業計画・収入支
出予算
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医
師
と
し
て

―
―
医
師
を
志
し
た
き
っ
か
け
を
教
え
て

く
だ
さ
い

　

父
が
開
業
医
で
あ
っ
た
こ
と
が
大
き
い

と
思
い
ま
す
。
祖
母
に
聞
い
た
話
で
は
、

３
歳
や
４
歳
の
頃
か
ら
将
来
は
何
に
な
る

の
と
聞
か
れ
る
と
「
お
医
者
さ
ん
」
と
答

え
（
さ
せ
ら
れ
）
て
い
た
そ
う
で
す
。

　

幼
少
期
の
頃
で
印
象
的
に
覚
え
て
い
る

の
が
小
学
校
低
学
年
の
頃
、
父
が
医
療
用

顕
微
鏡
を
覗
か
せ
、
昆
虫
の
羽
や
花
粉
な

ど
多
く
の
も
の
を
ス
ケ
ッ
チ
し
た
こ
と
で

す
。
世
の
中
に
は
こ
ん
な
に
も
綺
麗
な
世

界
が
あ
る
の
だ
な
と
感
じ
ま
し
た
。

　

今
思
う
と
、
こ
の
経
験
が
後
の
血
液
内

科
を
志
望
す
る
大
き
な
要
因
の
一
つ
に

な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
多
く
の
段
階
を
経

て
血
液
細
胞
が
成
熟
し
て
い
く
姿
に
強
く

心
惹
か
れ
ま
し
た
。
赤
芽
球
は
マ
リ
ー
ン

ブ
ル
ー
、
骨
髄
芽
は
ス
カ
イ
ブ
ル
ー
、
と

の
説
明
は
と
て
も
素
敵
で
し
た
。

―
―
今
は
リ
ウ
マ
チ
を
専
門
と
さ
れ
て
い

る
と
伺
い
ま
し
た
が

　

九
州
大
学
の
血
液
内
科
に
入
局
し
て
か

ら
５
年
経
っ
て
、
大
分
県
に
あ
る
九
州
大

学
温
泉
治
療
学
研
究
所
（
現
：
九
州
大
学

病
院
別
府
病
院
）
へ
赴
任
し
ま
し
た
。
そ

こ
で
、
日
本
を
代
表
す
る
リ
ウ
マ
チ
の
専

門
医
の
延
永
教
授
と
出
会
い
ま
し
た
。
当

時
関
節
リ
ウ
マ
チ
は
治
療
薬
の
な
い
時
代

で
し
た
の
で
、
20
年
、
30
年
と
患
者
に
寄

り
添
い
励
ま
し
続
け
る
教
授
の
真
摯
な
接

し
方
を
見
て
、「
こ
れ
が
本
当
の
医
者
の
姿

で
は
な
い
か
」
と
、
こ
れ
ま
で
と
全
く
違

う
世
界
に
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。
そ
う
し

た
出
会
い
か
ら
リ
ウ
マ
チ
専
門
医
に
な
り

ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
は
リ
ウ
マ
チ
の
治
療
に
専
念

し
て
き
ま
し
た
が
、
今
で
も
忘
れ
ら
れ
な

い
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
り
ま
す
。

　

15
年
ほ
ど
診
療
を
続
け
た
頃
、
患
者
の

現
状
を
知
る
た
め
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

し
ま
し
た
。
設
問
の
一
つ
に
「
私
の
リ
ウ

マ
チ
は
祖
先
の
せ
い
だ
」
と
い
う
設
問
を

用
意
し
た
と
こ
ろ
、
複
数
の
方
が
「
そ
う

だ
」
と
答
え
ら
れ
ま
し
た
。
自
分
と
し
て

は
こ
の
返
答
を
全
く
予
想
し
て
い
な
か
っ

た
の
で
、
そ
の
理
由
が
分
か
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

　

迷
っ
た
末
に
当
時
、
外
来
通
院
中
で

あ
っ
た
友
の
会
会
長
に
ど
う
い
う
こ
と
な

ん
だ
ろ
う
か
と
相
談
し
た
と
こ
ろ
、「
先

生
は
15
年
も
私
た
ち
の
こ
と
を
診
て
き
て

く
だ
さ
っ
た
の
に
そ
ん
な
こ
と
も
分
か
ら

な
い
の
で
す
か
」
と
大
変
な
お
叱
り
を
受

け
ま
し
た
。「
不
治
の
病
で
治
療
法
も
な

い
こ
の
病
気
、
昔
の
人
の
せ
い
だ
と
思
わ

な
い
と
私
た
ち
は
救
い
よ
う
が
な
い
ん
で

す
」。
返
す
言
葉
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

自
分
で
は
し
っ
か
り
患
者
を
診
て
い
る

つ
も
り
が
、
病
気
し
か
診
て
い
な
か
っ
た

と
そ
の
時
初
め
て
気
づ
き
ま
し
た
。
今
に

至
る
ま
で
自
ら
へ
の
戒
め
と
し
て
い
ま
す
。

審
査
委
員
長
と
し
て

―
―
審
査
委
員
長
と
し
て
大
切
に
し
て
い

る
こ
と
は

　

一
番
大
切
な
こ
と
は
、「P

atient-
oriented Judgem

ent

」（
患
者
重
視

の
審
査
）
だ
と
思
い
ま
す
。
医
療
保
険
の

審
査
を
行
う
の
が
、
行
政
で
も
事
務
で
も

Ａ
Ｉ
で
も
な
く
、
医
師
が
歯
科
医
師
が
薬

剤
師
が
行
う
意
味
は
こ
こ
に
あ
る
と
考
え

医
師
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る

「
患
者
重
視
の
審
査
」を
大
切
に

安
田 

正
之　
大
分
県
社
会
保
険
診
療
報
酬
請
求
書
審
査
委
員
会 

審
査
委
員
長

審査委員長に伺いました。
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な
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
も
っ
と

も
っ
と
前
に
出
て
、
自
分
た
ち
で
創
っ
た

も
の
を
皆
の
前
で
発
表
す
る
、
共
有
す
る

と
い
う
発
想
を
持
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

　

私
た
ち
医
師
で
あ
っ
て
も
難
し
い
よ
う

な
診
断
・
判
断
・
診
療
行
為
を
、
一
生
懸

命
勉
強
す
る
と
い
う
の
は
大
変
だ
と
思
い

ま
す
が
、
ぜ
ひ
そ
こ
は
頑
張
っ
て
ほ
し
い

で
す
。
そ
し
て
、
お
互
い
の
分
か
ら
な
い

と
こ
ろ
は
カ
バ
ー
し
合
っ
て
い
く
と
い
う

姿
勢
を
い
つ
ま
で
も
持
ち
た
い
で
す
ね
。

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
に
つ
い
て

―
―
若
さ
を
保
つ
秘
訣
を
教
え
て
く
だ
さ

い
　

と
に
か
く
自
分
自
身
を
老
け
さ
せ
な
い

よ
う
に
、
気
持
ち
だ
け
は
い
つ
も
若
く
居

よ
う
と
心
が
け
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に

は
恰
好
を
気
に
す
る
こ
と
な
く
、
分
か
ら

な
い
こ
と
は
分
か
ら
な
い
と
素
直
に
聞
く

姿
勢
が
大
切
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

―
―
休
日
は
ど
の
よ
う
に
過
ご
さ
れ
て
い

ま
す
か

　

運
動
不
足
を
解
消
す
る
た
め
に
、
金
曜

日
は
な
る
べ
く
ゴ
ル
フ
に
行
っ
て
気
分
転

換
を
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
ゴ
ル
フ

―
―
今
後
の
医
療
保
険
制
度
の
あ
り
方
に

つ
い
て
ど
う
お
考
え
で
す
か

　

日
本
の
医
療
保
険
制
度
は
こ
れ
以
上
な

い
と
思
え
る
ぐ
ら
い
よ
く
で
き
て
い
る
と

感
じ
ま
す
が
、
や
は
り
財
政
が
心
配
に
な

り
ま
す
ね
。
乳
幼
児
、
小
児
、
青
壮
年
、

老
人
医
療
が
ご
ち
ゃ
ま
ぜ
に
な
り
、
し
か

も
、
そ
の
中
に
極
め
て
高
額
な
医
療
が
含

ま
れ
て
い
ま
す
。
今
の
保
険
制
度
の
中
で

全
部
一
緒
に
扱
え
と
い
う
の
は
、
無
理
が

あ
る
と
感
じ
ま
す
。

　

幾
つ
か
の
分
野
に
分
け
て
い
く
な
ど
し

て
い
か
な
い
と
、
医
学
が
ど
ん
ど
ん
高
度

化
し
て
い
く
に
つ
れ
、
医
療
保
険
で
カ

バ
ー
で
き
な
く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
危

惧
し
て
い
ま
す
。

―
―
職
員
に
望
む
こ
と
は

　

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ン
意
識
に
基
づ
い
た

意
見
を
持
っ
て
審
査
委
員
の
と
こ
ろ
に
来

て
ほ
し
い
で
す
ね
。
以
前
、
医
療
顧
問
を

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
た
頃
、
同
じ
フ
ロ

ア
で
職
員
を
長
い
時
間
見
て
き
て
い
ま
し

た
の
で
、
職
員
が
や
っ
て
い
る
仕
事
が
い

か
に
大
変
か
と
い
う
こ
と
は
分
か
っ
て
い

る
つ
も
り
で
す
し
、
そ
れ
を
生
か
す
べ
き

だ
と
も
感
じ
て
い
ま
す
。
少
し
遠
慮
が
ち

て
い
ま
す
。
審
査
委
員
は
こ
の
視
点
を
忘

れ
ず
に
審
査
を
行
わ
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。

　

そ
の
よ
う
な
審
査
を
行
う
下
地
作
り
と

し
て
、
支
払
基
金
だ
け
で
な
く
、
国
保
連

合
会
、
医
師
会
、
歯
科
医
師
会
、
薬
剤
師

会
、
看
護
協
会
な
ど
、
場
合
に
よ
っ
て
は

厚
生
労
働
省
の
方
々
と
も
連
携
を
と
る
こ

と
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
ね
。

　

ま
た
、
私
た
ち
の
目
の
前
に
い
る
患
者

に
と
っ
て
は
、
社
保
だ
と
か
国
保
だ
と
か

区
別
す
る
こ
と
は
全
く
意
味
が
な
い
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。
患
者
に
と
っ
て
は
関
係

な
い
こ
と
で
す
か
ら
ね
。
で
す
の
で
、
大

分
県
で
は
、
社
保
と
国
保
の
審
査
で
差
異

が
出
た
よ
う
な
時
は
、
定
期
的
に
集
ま
り

お
互
い
の
取
決
事
項
を
確
認
し
た
り
し
て

い
ま
す
。

　

話
し
て
み
る
と
お
互
い
考
え
て
い
る
こ

と
は
一
緒
で
す
の
で
、
調
整
で
苦
労
す
る

こ
と
は
少
な
い
で
す
。

　

関
係
各
所
と
信
頼
関
係
を
築
き
、
よ
り

良
い
審
査
が
行
え
る
よ
う
に
す
る
こ
と
、

何
か
あ
っ
た
時
に
は
最
終
責
任
を
取
る
こ

と
が
審
査
委
員
長
と
し
て
の
仕
事
だ
と
思

い
ま
す
し
、
こ
れ
か
ら
も
調
整
に
汗
を
か

い
て
い
き
た
い
で
す
。

は
４
人
で
数
時
間
一
緒
に
過
ご
す
の
で
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
に
は
十
分

な
時
間
で
す
し
、
ど
う
い
う
人
か
を
知
る

に
は
格
好
の
機
会
で
す
。

　

あ
と
、
昨
年
か
ら
趣
味
に
な
っ
て
い
る

の
が
庭
い
じ
り
で
す
。

　

妻
が
バ
ラ
園
で
苗
木
を
買
っ
て
き
た
こ

と
が
き
っ
か
け
で
、
花
を
育
て
て
い
ま
す
。

ど
ん
な
花
が
咲
く
の
だ
ろ
う
、
と
思
い
な

が
ら
育
て
る
の
は
と
て
も
面
白
く
、
本
を

買
い
な
が
ら
勉
強
し
て
い
ま
す
。
手
を
か

け
れ
ば
、
か
け
た
だ
け
応
え
て
く
れ
る
の

が
嬉
し
い
で
す
ね
。
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ＤＰＣにおける特定集中治療室管理料とＮ003術中迅速病
理組織標本作製（Ｔ－Ｍ／ＯＰ）の併算定について

【診断群分類点数表（留意事項通知）⑶診断群分類点数表等により算定される診療報酬】
（抜粋）

① 診断群分類点数表に含まれる費用　
　シ 第２章第 13 部第１節 病理標本作製料

② ①に掲げる点数の費用から除かれる費用　
　ケ 病理標本作製料のうち、区分番号Ｎ003 術中迅速病理組織標本作製に掲げる費用

【診断群分類点数表（留意事項通知）⑷特定入院料の取扱い】
（抜粋）

　医科点数表に掲げる特定入院料のうち、Ａ300 救命救急入院料、Ａ301 特定集中治療室管理料、
Ａ301-2 ハイケアユニット入院医療管理料、Ａ301-3 脳卒中ケアユニット入院医療管理料、Ａ301-
4 小児特定集中治療室管理料、Ａ302 新生児特定集中治療室管理料、Ａ303 総合周産期特定集中治
療室管理料、Ａ303-2 新生児治療回復室入院医療管理料、Ａ305 一類感染症患者入院医療管理料又
はＡ307 小児入院医療管理料の算定要件を満たす患者については、当該病院が医科点数表に基づ
く届出を行っている場合には、特定入院料を算定することができる期間に応じ、算定告示別表４
から６の表の右欄に掲げる点数を加算する。なお、当該点数を算定する際の包括範囲は、⑶に定
める範囲とし、特定入院料を算定している間に算定できる入院基本料等加算は、次に掲げるもの
とする。
-略-

事 例

保険者からの再審査請求において
「原審どおり」となる事例の解説

　本事例は、保険者からの再審査請求において「特定集中治療室管理料には、第13部第１節の
病理標本作製料が包括されるので、同日の『Ｎ003 術中迅速病理組織標本作製（Ｔ－Ｍ／ＯＰ）』
はいかがか」との申出が行われた事例です。
　診断群分類点数表において、算定告示（令和２年３月23日厚生労働省告示第81号）別表４か
ら６の表に掲げる特定入院料を算定する際の包括範囲は、留意事項通知（同年３月23日付け同
省保険局医療課長通知保医発0323第２号）の⑶診断群分類点数表等により算定される診療報酬
に定める範囲となります。
　このため、医科点数表区分番号Ｎ003 術中迅速病理組織標本作製に掲げる費用については、診
断群分類点数表に含まれる費用から除かれる費用となることから、本事例は原審どおりとなりま
すので、再審査請求の申出を行う場合はご留意ください。
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保険者からの再審査申出内容

　１月４日に、特定集中治療室管理料を算定しています。当該管理料には、第13部第１節の病
理標本作製料が含まれていますので、同日の『Ｎ003 術中迅速病理組織標本作製（Ｔ－Ｍ／Ｏ
Ｐ）』は算定できないのではないでしょうか。

原審どおりとなる理由

　診断群分類点数表により算定する場合、特定入院料に包括される費用の範囲は、診断群分類点
数表に含まれる費用に定める範囲となります。
　このため、医科点数表区分番号Ｎ003 術中迅速病理組織標本作製に掲げる費用については、
診断群分類点数表に含まれる費用から除かれる費用に該当することから、当該標本作製の算定は
妥当であり、原審どおりとなります。
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1

診療報酬改定関係に関する通知は、トップページ　→　診療報酬の審査
　→診療報酬関係通知　→　令和4年度診療報酬改定関係　から閲覧で
きます。
通知等は随時更新しており、更新情報は、支払基金が配信するメールマ
ガジンでお知らせしています。
また、支払基金ホームページには、診療報酬改定関係通知以外にも審査
に関するさまざまな情報を掲載していますので、参考にしてください。
掲載している情報は
・審査情報提供事例
・支払基金における審査の一般的な取扱い（医科）
・経過措置医薬品情報
・審査の差異の可視化レポート
などがあります。

令和4年度診療報酬改定に関する情報について、支払基金ホームページに
掲載していますか。

支払基金ホームページでは、皆さまのお役に立つ情報を掲載しています。
今回は、皆さまの関心が高い情報の掲載場所をご紹介します。

A

Q

ホームページ 活用術
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2

3

4

都道府県審査委員会別審査
の差異を可視化したレポー
トを公開しています

廃止される経過措置医
薬品を掲載しています

「月刊基金」に掲載
した「保険請求の基
礎知識」の事例を掲
載しています

審査上の一般的な取扱いに
係る事例を掲載しています

https://www.ssk.or.jp/

支払基金

令和4年度診療報酬改定関係につ
いては随時更新していきます

今回は、令和2年度の
診療報酬改定関係の
ページを例にご案内し
ます。
項目ごとに時系列で掲
載していますのでご活
用ください。
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退職・退任		 前職名	

退　職 山田　文彦 本　部 事業統括部長

退　任 藤田　寿雄 宮　城 支部長

〃 信太　彰仁 秋  田 　〃

〃 長洲　智彦 神奈川 　〃

〃 小井戸 健二 富　山 　〃

〃 磯部　俊也 福　井 　〃

〃 谷　 忠 章 静　岡 　〃

〃 大曲　政浩 京　都 　〃

〃 松本　茂樹 奈　良 　〃

〃 山本　浩一 愛　媛 　〃

〃 井上　克彦 鹿児島 　〃

退　職 大野　孝夫 千　葉 総務部長

〃 野村　哲彦 東　京 審査企画部長

〃 成 田　 稔 愛　知 　〃

〃 岡田　雄爾 〃 審査業務部長

〃 山岡 かおる 京　都 　〃

〃 前田　一孝 兵　庫 審査企画部長

●令和4年3月31日付

新職名 前職名	

本　部 執行役・リスク管理役 綿引　正光 本　部 執行役

〃 執行役 飯田　陽介 〃 総務財政部長

〃 財政部長 森山 伊久夫 〃 監査部長

〃 事業統括部長 伊良皆 貴紀 〃 経営企画部次長

〃 審査運営部長 飯田　美和 〃 審査統括部次長

〃 システム部長 上 村　 靖 〃 情報化企画部次長

〃 分析評価部長 村木　幸広  厚生労働省年金局数理課長補佐

〃 財政調整事業部長 西澤　徳泰  厚生労働省保険局高齢者医療課長補佐

〃 給付金支給管理部長 上野　正恵 本　部 総務財政部次長

〃 監査部長 福本　卓司 香　川 支部長

岩　手 支部長 中尾　正己 佐　賀 　〃

宮　城 　〃 木村 久実子 三　重 　〃

●令和4年4月1日付

支払基金の人事異動（執行役・支部長・部長等）

辞職	 	 前職名	

 高橋　雄二 本　部 財政調整事業部長

●令和4年3月30日付新職名 前職名	

秋　田 支部長 菅原　和也 東　京 副支部長

神奈川 　〃 富田　宏之 本　部 システム部長

富　山 　〃 古川　博明 神奈川 審査企画部長

福　井 　〃 志村　啓治 本　部 審査統括部次長

長　野 　〃 下段　智弘 兵　庫 総務部長

静　岡 　〃 篠田　哲嗣 静　岡 審査業務部長

三　重 　〃 藤井　寛貴 福　岡 審査企画部長

滋　賀 　〃 山 口　 学 北海道 審査業務部長

京　都 　〃 小関　秀典 岩　手 支部長

奈　良 　〃 崎村　正吾 本　部 給付金支給管理部長

香　川 　〃 茂籠　博英 滋　賀 支部長

愛　媛 　〃 長谷川 一規 長　野 　〃

佐　賀 　〃 横山　新一 本　部 審査統括部次長

鹿児島 　〃 安福　真朗 広　島 審査業務部長

東　京 副支部長 後藤　洋一 東　京 審査業務第１部長

本　部 財政部次長 鈴木　朋之 本　部 総務財政部次長

〃 　〃 高橋　尚也 〃 　〃

〃 人事部次長 塩田　雅幸 〃 人事部給与課長

〃 審査運営部次長 福島　康雄 〃 事業統括部次長

〃 審査運営部次長 栗原 啓志郎 〃 審査統括部コンピュータチェッ
ク課長

〃 審査統括部次長 山 崎　 寛 〃 審査統括部特別審査課長

〃 情報化企画部次長 日吉　正弘 〃 情報化企画部資格情報課長

〃 分析評価部次長 長谷川　功 〃 分析評価部数理調査役

北海道 審査業務部長 宮 川　 豊 北海道 総務部長

東　京 審査企画部長 有吉　一朗 東　京 審査企画部医科審査課長

〃 審査業務第１部長 近　 圭 司 〃 審査業務第2部長

〃 審査業務第２部長 阿部　和博 本　部 システム部次長

神奈川 審査企画部長 稲垣　圭子 神奈川 総務部長

静　岡 審査業務部長 山 本　 篤 群　馬 審査業務第１課長

愛　知 審査企画部長 中村　和彦 石　川 　〃

〃 審査業務部長 岩崎　敏洋 愛　知 審査業務部審査業務第2課長

京　都 　〃 奥田　一成 滋　賀 審査業務第2課長

兵　庫 審査企画部長 高谷　志之 兵　庫 審査業務部審査業務第2課長

広　島 審査業務部長 重村　寿之 神奈川 総務部庶務課長

福　岡 審査企画部長 佐谷　利勝 福　岡 審査業務部審査業務第1課長
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information
理事会開催状況

プレスリリース発信状況

支払基金ホームページ（https://www.ssk.or.jp/）新着状況（抜粋）

２月 １日 支部情報（各支部ページ）において「お知らせ」「診療報酬確定状況」「管掌別診療報酬等
確定状況」を更新

　 統計情報に確定状況及び収納状況を追加
　 統計月報を掲載
　 医科電子点数表テーブル及び歯科電子点数表テーブルを更新
　 基本マスター（医科診療行為）を更新
２月 ２日 令和２年度診療報酬改定関係通知を掲載
　 新型コロナウイルス感染症に関するお知らせを掲載
２月 ４日 レセ電通信（医科・DPC、歯科、調剤）を掲載
　 「受付・事務点検ASPに係るチェックロジック」を更新
２月 ９日 保険者の異動について（2022年１月分）を掲載
２月10日 月刊基金「令和４年２月号」を掲載
　 「第40回審査情報提供検討委員会」を開催
２月17日 「第30回審査に関する支部間差異解消のための歯科検討委員会」及び「第23回審査情報提

供歯科検討委員会」を開催
２月18日 令和４年度診療（調剤）報酬改定に係る診療行為マスター及び調剤行為マスターの新設及

び廃止予定コードを掲載
２月22日 「審査の差異の可視化レポート」の検証結果（23事例）を掲載
２月28日 「審査の差異の可視化レポート」の歯科・検証前レポート（５事例）を掲載するとともに、

掲載方法を変更
　 令和４年度診療（調剤）報酬改定等に伴う各種マスター仕様及び記録条件仕様の変更等に

係るメーカー説明会を開催

２月理事会は２月28日に開催され、議題は次のとおりでした。

２月 １日　令和３年11月診療分の確定金額は対前年同月伸び率で8.9%増加　～対前々年同月伸び率は
4.7%増加～ 

 　　　　　１月定例記者会見を開催
２月28日　審査情報提供事例（医科・歯科）を追加

議　題
　１　議事
　　⑴　支払基金定款等の一部変更（案）
　　⑵　令和４事業年度社会保険診療報酬支払基金事業計画（案）
　　⑶　令和４事業年度審査支払会計収入支出予算（案）
　　⑷　令和４事業年度保健医療情報会計収入支出予算（案）
　　⑸　保険者との契約の改定（案）

　２　報告事項
　　⑴　高崎オフィスモデル事業における在宅審査・在宅審査事務の試行的実施結果
　　⑵　第26次審査情報提供（医科）及び第21次審査情報提供（歯科）　
　　⑶　令和３事業年度特定Ｂ型肝炎ウイルス感染者給付金等支給関係特別会計
　　　　収入支出予算変更の認可

　３　定例報告
　　⑴　令和３年12月審査分の審査状況
　　⑵　令和４年１月審査分の特別審査委員会審査状況
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